
10．瀬戸内海漁業基本調査

安部恒之・辻野耕責

この調査は瀬戸内海の小型底びき網漁業の動態を把握するため、水産庁の委託により昭和男年から実

施しているもので、本年も前年度に引き続き小型底びき網漁業の漁獲物組成、および主要種の魚体組成

調査を行った。

調査方法

泉佐野漁協の4型底びき網（石桁網）漁船1隻を選定し、61年7月から62年3月まで毎月1回、全漁

獲物を採集し、蹴りに尾数および重量の測定を行った。また4型エビ類、シャコについては種別に200

尾の性別、体長、体重を計測した。

調査結果

4型エビ類、シャコの測定結果については調査要領にもとづき南西海区水産研究所に送付した。（昭

和61年度瀬戸内海水産資源担当者会議議事要録：昭和62年3月：水産庁に掲載）

各調査回次の種類別尾数および重量を表1に、またイカ・タコ類、エビ類、カニ類、シャコ類、魚類

別の月別重量組成を図1に示す。

貝類はアカガイ、ツメタガイの2種、イカ・タコ類はジンドウイカ、マダコ、テナガダコ等5種、エ

ビ類はクルマエビ、ヨシエビ、サルエビ、トラエビ、アカエビ等8種、カニ、シャコ類はガザミ、ジャ
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図1小型底びき網の漁獲重量変化
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表1小型底びき網標本船の

昭和61年
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漁獲物組成（昭和61年度）
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ノメガザミ、イシガニ、シャコの4種、魚類はネズミゴチ、アカハゼ、メイタガレイ、マコガレイ、ア

カシタピラメ、イヌノシタ等2鍾、合計45種力漁獲された。

類別にみると、7，8，10月を除いていずれの月もシャコ類の重量､割合が大きく、特に2月には総漁

獲重量の81％を占める126kgが漁獲されている。魚類では7月、12月に多く、9月、10月は少なかった。

イカ・タコ類は8月が多いが、これはテナガダコが44昭漁獲されたためである。平均的にはシャコ55kg

（構成比5朗ら）、魚類18唾（19％）、イカ・タコ類9昭（9％）、カニ類7kg(7%)、エビ類5kg

（5％）であった。

エビ類のうち、小エビ類の種類別重量の変化を図2に示す。小エビ類は7，8月、10月には7kg以上

の漁獲があるが、1月のように全く漁獲されないなど量的に大きく変動している。組成については7月、

2月にトラエビが多いが他の月はほとんどサルエビで占められている。平均値ではサルエビ3.3kg(構

成比83％）、トラエピ0.5昭（12％）、スベスベエビ0.2kg(4%)、アカエビ0．1kg(2%)であっ

た。
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図2小型エビ類の漁獲重量変化

表1からわかるように、魚類ではカレイ類、シダ類が尾数、重量とも多いが、それらの主要5種の重

量変化を図3に示す。7月、12月、1月にイヌノシタ、アカシタビラメが、8月は逆にマコガレイ、メ

イタガレイが多いが、この漁獲傾向は釦0カイリ資源調査で行った底びき網標本船日誌調査結果とも一

致している。平均値ではアカシタピラメ5.7kg(構成比36%)、マコガレイ3.5kg(22%)、メイタガ

レイ3.0kg(19%)、イヌノシタ3.Okg(19%)、イシガレイ0.6kg(4%)でシダ類が55%を占めて

いる。近年、漁獲統計ではカレイ、シダ類は「その他カレイ類」で集計されているため種別に漁獲量を

把握することが困難になっている。昭和61年度における大阪府の4型底びき網による「その他カレイ類」

の漁獲量は272トンであるが、今回得られた平均的な種別組成比から漁獲量を推定するとマコガレイ

61トン、メイタガレイ52トン、イシガレイnトン、イヌノシタ副トン、アカシタビラメ98トンとなる。
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しかし、上記の種組成は特定の標本船の月1回の漁獲物組成から求めたものであり、その代表性につい

て問題が残されているので、 今後日誌調査結果等を含めて再検討したい。
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11.200カイリ水域内漁業資源総合調査

辻野耕賓・安部恒之

200カイリ漁業水域の設定にともない大阪湾における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し、漁業

資源量水準、漁獲許容量等の推計に必要な関係資料を整備することを目的として調査を実施した。

なお、この調査は、昭和田年度から水産庁の委託により実施しているものである。

1）漁獲状況、漁業資源生物調査

調査経過

この調査は、標本船調査と生物測定調査に別れており、調査方法および報告等の要領は、昭和副年度

別0カイリ水域内漁業資源総合調査指針（瀬戸内海域）に基づいた。以下にそれぞれの調査対象と内容

を示す。

①標本船調査

標本船調査では、各標本船に漁業日誌の記帳を依頼して、これを収集、整理し、細目調査表を作

成の上、南西海区水産研究所へ報告した。

②生物測定調査

－80－

漁業種簿 漁協 制度区分 漁船規模 隻職)勢 標本船期間 調査内容
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生物測定調査では、対象魚種ごとに、魚体組成表あるいは精密測定表にして、南西海区水産研究

所へ報告した。

結 果

調査結果はコンピュータで処理され、以下に示す打出し結果を得た。

①標本船調査

標本船別、月別に

魚種別漁獲量表

魚種別漁獲量組成表

漁剛I漁獲量表

漁区別漁獲量図

漁区別努力量図

漁区別CP肥表

漁圃OCPUE図

漁区別曳網面積当り漁獲量表（底びき網のみ）

漁区別曳網面積当り漁獲量図（〃）

②生物測定調査

体長度数分布表ならびに体長グラフ

肥満度指数分布表ならびにグラフ

熟度指数分布表奪らびにグラフ（カタクチイワシ、マイワシのみ】

体長、体重表

2）卵稚仔、魚群分布基本調査

調査方

調査期間

調査定点

採集方法

法

｜昭和61年4月～62年3月

：浅海定線調査と同じ、湾内加点

:⑮B号ネットの垂直曳（海底より表層まで、

層まで、曳網速度約1m/sec)

調査結果

付表-13に示した。

4－8-

ただし50mより深い定I点では50m深より表



12．魚類幼稚仔調査

辻野耕貿・安部恒之・日下部敬之

大阪湾では昭和30年代から活発化した沿岸域の埋め立てにより、砕波帯を含め、浅海域が少なくな宅

てきており、残されたこれらの海域の役割を正確に把握することが急務とされている。

そこで、本年度から大阪湾南部に位置する砕波帯において、魚類幼稚仔調査を実施した。

調査方法

調査期間は、昭和61年4月か

ら62年3月で、毎週1回実施し

た。

調査海域は、大阪湾の湾口部

に位置する大阪府泉南郡岬町地

先で、図1に示すような海岸線

と平行に3本の調査定線を設定

した。調査定線はそれぞれ約50

mとし、後述するような稚魚網

の両端を2人で支持し、毎分別

～釦、の速度で、定線上を曳網

した。また、周辺部の藻場や河

川内等においても稚魚網等によ

り適宜幼稚仔魚の採集を行った。

採集に用いた稚魚網は、図2

に示すとおり、幅4m、高さ1

m、目合240経で、中央部に直

径7伽nの魚取り部を設けており、

網の下縁には37.5グラムの沈子

を15cm間隔で付け、曳網時に網

の下縁が浮き上がらないように

したものである。

さらに、稚魚網で採集されな

図1調査海域および調査定箱

実用には

●ロープ示鯉

30［喝E

､11

〆、
、ノ

図2稚魚網の構造
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い、遊泳力の増大した魚体についても、投網（18節）によりできる限り採集に努めた。

採集物は、直ちに市販のホルマリン原液を濃度が10%になるように添加し、実験室に持ち帰った後、

魚類についてのみ選別した。選別された稚仔魚は査定後、各調査定線ごとに種類別の採集尾数と全ての

個体（採集数が多↓場合は50または100尾）について、全長を万能投影機またはノギスを用い、0.1mm

の精度で測定した。

調査結果

調査日別、定線別、種類別の幼稚仔魚の採集数を付表14に、調査日別、定線別の水温、塩分を付表15

にそれぞれ示したが、結果の概要は以下のとおりである。

調査期間中に採集された幼稚仔魚（投網では一部成魚、未成魚を含む）は、調査定線で9,999尾（1

曳網当たり64．5尾）、周辺海域で10,763尾であった。

図3に調査定線における幼稚仔魚の採集数および塵類数の変化を示した。採集数は短期的にも大きな

変動をするが、概ね5～9月の春、夏季に多く、10，11月の秋季に少ない傾向がみられる。また、種類

数は、5月や1月のように種類数が増加していないにもかかわらず、出現数が急増しているという月も

見られるが、概ね出現数とは、短期的にも長期的にも、よく似た傾向を示しているのが判る。

なお、5月の個体数の急増はミミズハゼ、6月中、下旬はセスジポラ、メジナ、クロダイ、9月上旬

はクロサギ、1月下旬はギンポ類が多数採集されたことによるものである。

1,伽

一●－採集屠敗

---o---.種類数

伽
加

１

１
曳
網
当
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り
の
採
集
尾
数
（
尾
）

〃 釦

20種
ウ

類

10数

《
皿
叩
一
）

5 6789101112123月

図3採集日別の幼稚仔魚の採集数と種類数

勾
一

表1に幼稚仔魚の種類別の出現期、採集数および全長範囲を示した。採集された魚類は、亜目の段階

をも含めて87種が確認された。
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表1幼稚仔魚の種類別の出
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現期、採集数および全長範囲
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調査定線で最も多く採集されたのがクロサギで、全体の37.4％を占める。次いでセスジボラ（22.0％）、

メジナ（12.4％）、クロダイ（5．2％）、ハゼ科（3．7％）で、この上位5種で全体の約8昭6を占める。

この他に水産上の有用種としてコノシロ、アユ、シロギス、クジメ、イシガレイ等の出現数も多い。

次に主要種の出現状況を以下に示す。

コノシロ：5月中旬から7月下旬までの間に、全長6.9～22.3皿の仔魚後期の個体が採集さ

れた。

アユ：11月下旬～3月下旬まで稚魚網で採集され、コノシロ同様、採集個体の大部分は

全長別､m以下の仔魚後期のものであった。

セスジボラ、ボラ：出現数はセスジポラが圧倒的に多く、ボラが10～11月、2～3月にそれぞれ全長

別0m、30m程度の個体が少数出現したのに対し、セスジボラはほぼ周年出現し

ており、出現個体も全長7.7mmのものから成魚と思われる全長253.1mの大型個

体まで採集された。

ｽズｷ､ﾋﾗｽ痔キ：湾内の漁獲量では圧倒的にスズキが多いが、当該海域の稚魚網ではスズキ、ヒラ

スズキとも同数採集された。両種ともに2月から出現するが、ヒラスズキは6月

上旬には採集されなくなり、また魚体も小さな個体しか出現していないのに対し、

スズキは9月中旬にかけて、幼期のものから比較的大きな個体まで採集された6

シロギス：6月中旬～10月下旬まで、主に全長10～'20mの個体が採集された。

メジナ：5月上旬～9年下旬まで全長15.8～126.1mの個体が、稚魚網、投網等により採

集された。また、採集個体は徐々に大型化し、同一個体が長期にわたり当該海域

に滞留しているものと推察される。

クロサギ：7月下旬から10月上旬の間に、全長6．8～19.0mの個体が出現するが、出現期全

般にわたり魚体の大きさは一様で、前出のメジナとは異なり、同一個体の当該海

域での滞留期間は短いものと考えられる。

言ﾏﾄｲとｻ幸：両種ともにほぼ同時期(8月)に出現し始めるが､ｺﾄﾋｷの方がｼﾏｲｻｷよ
りも長期間出現し、また大きなサイズの個体まで採集された。

ﾆダｲ､害ﾛ笠：ﾏダｲは6月中旬~9月下旬に､ｸﾛダｲは5月上旬~11月上旬に､ｷピﾚは10
月下旬～1月下旬に出現する。出現最d個体はクロダイ、キピレではそれぞれ全

長8.4,12.2mで、後期仔魚ないし稚魚期へ移行した直後であるのに対し、マダ

イは全長25.8mで、すでに体高も高くなってタイ型の形態を示し、両瞳よりもか

なり大きいサイズで砕波帯に来遊するようである。来遊後はクロダイ、マダイと

もに採集個体は徐々に大型化するが、キビレは全般的に同じサイズの魚が採集さ

れる。

旨ﾒﾐ嘗貢零：ﾋﾒﾊゼは6月中旬~10月上旬および1月下旬~3月上旬の､ﾏﾊゼは5月上旬
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～3月下旬の、ミミズハゼは4月上旬～7月上旬、10月下旬、12月上旬および2

月下旬のそれぞれ長期にわたり幼期から成魚まで出現し、これらのハゼ科の魚類

は生活史の大部分を砕波帯に依存しているものと考えられる。

メバル､クロソイ：メバルは4月上旬～1月下旬の、クロソイは6月下旬～7月中旬と8月下旬～1

月上旬のそれぞれ長期にわたり、幼稚魚期のものが採集された。

芽ﾗﾆ､弄桝：ﾋﾗﾒは9月下旬~12月中旬に､ﾏｺガﾚｲは6月中旬､8月上旬､9月中旬～
12月下旬および3月下旬に、イシガレイは2月上旬～5月上旬および8月上旬～

12月上旬に出現した。ヒラメは投網により全長塊.0～166.6皿の個体が、マコガ

レイは全長11.3mの浮遊期と思われる個体が1尾椎魚網で採集された他は全長

60.0～119.1mmの比較的大きな個体が投網により採集され、両種ともに着底初期

の個体は採集されなかった。これに対しイシガレイは、2～4月に着底後間もな

い個体が出現し、その後も投網により全長100mmを超えるものまで採集され、後

期仔魚から長期にわたり当該海域で生活しているものと考えられる。

このように当該海域では年間を通じて水産上の有用種をはじめ、多数の幼稚仔魚が生息しており、ま

たそれぞれ独自の生活様式をもっていることが示唆される。今後は、当該海域の位置付けとともに利用

形態からみたグループ分け、またグループ内での時空間的な住み分け、さらには個々の種類における枠

波帯への来遊、逸散機構等についても検討していく所存であるc
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13．放流用種苗生産試験

1）ヨシエビ種苗生産試験

林凱夫

ヨシエビの放流用種苗量産試験を前年と同様に高知県浦の内湾産と大阪湾産親エビを用いて、7月か

ら、月にかけて実施したのでその概要を報告する。

1．親エビの購入とふ化幼生

表1に親エビの購入とふ化幼生の状況等について示す。

表1親エビの購入とふ化幼生数

1）高知県浦の内湾産

高知県須崎市深浦漁協において、7月18日午前9時から11時までの間に帰港したえび刺網漁船10

隻が漁獲したヨシエビの中から、糊Nを持った雌エビ180尾(3.5kg)を親エビとして選別した。

親エビは昨年同様、別0〃容タンクに入れ、氷で水温を23～25℃に保ち、配素曝気を行って車で8

時間後に水産試験場へ搬入した。搬送中のへい死は別尾であった。

実水量45トンの生産槽2面に、3日前の7月15日から砂ろ過海水30トンを入れて通気を行い、こ

れに静ﾛ用網イケス(2m×2m×2m，網目5皿）を張り、それぞれに親エビ80尾ずつを収容し

て産卵を行った。

ふ化幼生(Na叩lius)は翌19日の午後から出現し、20日には2生産槽の合計は866万尾であった。

卿Bした親エビは115尾で、産卵率72％、平均体長は11.3cm，体重は16.8gであり、1尾あたり

の幼生数は7．5万尾であった。
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2）大阪湾産

8月18日午後、泉佐野漁協から小型底びき網で漁獲された親エビ120尾を購入し、高知県産と同

様の方法で水産試験場へ搬入した。輸送時間は1時間30分で、輸送時のへい死は6尾であった。

親エビ114尾は、実水量75トンの生産槽に砂ろ過海水40トンを入れ、産卵用網イケスを張って収

容した。親エビの79％、9梶が産卵し、産卵しなかったもの24尾（21％）で、そのうち8尾がへい

死した。産卵した親エビの平均体長はIZOcm、平均体重は22.3gである。

ふ化幼生数は1,510万尾で、親エビ1尾あたりの幼生数は16.8万尾である。

2．種苗生産

表2に種苗生産結果を示す。

表2種苗生産結果

1）高知県浦の内湾産

種苗生産はふ化幼生(Nauplius)866万尾を用いて、7月19日から8月27日まで行った。最初

45トン生産槽2面に各30トンずつ飼育水を入れ、幼生をほぼ等分して開始したが、日齢3日目から

1日あたり10％ずつ注水を行い、7日目のM,期に同容量の生産槽4面に拡大分槽した。図1に示

す給餌基準、換水基準に従って飼育作業を進め、日齢20日前後から生残数や飼育水の変化に応じた

給餌及び換水を行った。最も生産結果の良かった水槽を好事例として、その注水量、給餌量、生残

率、飼育水温等を図2に示した。

給餌料は100万尾、1日あたりの量で示す。

図1給餌と換水基準
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図2ヨシエピの種苗生産における注水量、

給餌量、生残率、飼育水温（好事例）

生産槽4面における生産結果は、表2に示すとおり、Paoの稚エビ（全長10～16皿、平均12miii)

210万尾である。生産槽によって10万尾から肥万尾までの差があり、生産密度は1トンあたり0.2

～2．2万尾、平均1．2万尾であった。なお、ふ化幼生からの歩留りは平均24.2％である。

2）大阪湾産

8月19日ふ化幼生1,500万尾を用い、75トン水槽1面を使用して、45トンの水量から飼育を開始

した。日齢7日目のM,期までは、飼育水を1日3～5トンずつ増量しながら飼育し、Mo期に同

型、同容量の水槽に分槽して2槽とした。その時点での生残は470万尾及び230万尾、合計700万

尾であった。飼育方法は、高知県産同様図1に示す給餌基準、換水基準に従った。

日齢10日目のMa期から15日目のP5期にかけて、地先海域で発生していた赤潮プランクトンの

シャトネラが飼育水中で繁殖し、1水槽の稚エビがほぼ全滅し、残りの水槽も大量へい死をみた。

9月27日、日齢40日目でP30期に達し、取揚げ、計数及び体長測定を行ったが、生産数は平均全長

15mmの椎エビ10万尾であった。生産密度は1トンあたり0.07万尾、ふ化幼生からの歩留りは0.7%

であった。

3．放流等

高知県産親エビから生産した種苗210万尾は、8月28日、80万尾を阪南町箱作地先へ、70万尾を岬

町淡輪地先（長松海岸）へ、残り60万尾を貝塚市二色浜地先へ放流した。

大阪湾産親エビから生産した10万尾は、45トン水槽を用いて9月28日から10月認日まで中間育成を

行った。配合餌料を投餌し、中間育成後の平均全長は40皿で歩留りは40％であった。これは10月24日

阪南町男里川河口へ放流した。
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2）ガザミ種苗生産試験

睦谷一馬・有山啓之

ガザミ種苗生産試験の一環として、今年度は早期力噸による親ガニ養成試験と、量産試験を実施した。

1．早期加温による親ガニ養成試験

〔材料と方法〕

昭和60年11月27日に大阪府泉佐野漁協から底びき網により漁獲された未制ロガニ1梶を当場に搬入

し、図1に示す水槽を用いて飼育した。水槽には収容時から昭和61年1月上旬まで漁過海水を注水し、

無加温で飼育した。その後、5月上旬まで温排水と1剛チタンヒーター2本により加温し、170Wの

:砂e:餌場H:ヒーター(IHint:サーモスタット

→は水の流れる方向を示す

図1加温養成用の水槽

水中ポンプにより飼育水を循環した。なお、餌料

として活アサリを殻ごと投餌した。

〔結果と考察〕

飼育期間中の旬平均水温と範囲を図2に、親ガ

ニの棚ﾛとふ化状況を表1に示した。1番仔の抱

卵I型)ﾛ温を始めて58日目の3月6日から1認日目

の5月10日の間に15尾中10尾で見られ、そのうち

ふ化が認められた個体は6尾であった。2番仔の

棚Bは5尾で見られ、そのうち4尾は1番仔のふ

化後10日～21日目に抱卵した。

加温養成親ガニのうち生産に使用した個体は3

尾（↓ずれも1番仔）で、卵1gあたりの幼生数

は1．3～1.7万尾であり、天然制N親ガニからの

ふ化幼生数と比較しても差はなかった（表2）。

今年度は、親ガニの早期加温養成を行うことに

α
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匡
山
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く
乏
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MONTH

図2加温;養成中の飼育水温の変化

（旬別の平均水温と範囲）
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表1加温養成親の抱卵とふ化状況

死亡
一一一一一

一
恥
一

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｋ
皿
並
正
辿
並

S61.421

S61.3.31

S61.3.31

S61.3.31

S61.3.31

S61．5.16

S61．3.31

S61.5.16

6．3脱皮
－

平均
■■■■■■■■■■■■■■■■■

＊：ふ化日不明

表2種苗生産に使用した親ガニとふ化幼生
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表3飼育期間中の餌料
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より天然制ﾛ親ガニを使用する場合に比べて、約1ケ月早く種苗生産を開始することができた。しか

し、今年度の加温養成期間中には一時的な水温の上昇により餌料のアサリが死亡し、水質が副こした

ために死亡した個体があった（3月31日死亡の個体）。また、外卵の棚N状態が悪く櫛､中に流産を

起こす個体（恥2）が見られた。さらに、抱卵直後の卵色は天然制ﾛ親ガニの卵色に比べて色が薄か

った（養成個体はイエロー、天然個体はオレンジ）。卵色の違いは養成期間中の餌料力括アサリ単独

であったために現れた可能性があり、卵色を改善するためには、餌料としてエビ類・オキアミ類等を

給餌することが必要であると思われる。

さらに、親ガニの早期加温養成を行うためには、収容密度と加温開始時期を検討し、種苗生産開始

時期に合わせた養成方法を考えなければならない。

2．種苗量産試験

〔材料と方法〕

生産には表2に示す加温養成親ガニと天然抱卵親ガニからふ化した幼生を使用した。ふ化直前の卵

をもつ親ガニは、17時に1kﾉ黒色水槽に収容し、水槽中にクロレラ(5明細胞/mI）とワムシ(15個

体/m/)を添加した後、表面をヨシ簾で覆った。さらに、親ガニ収容後から翌朝までは、強めのエア

ーレーションを行った。翌朝幼生のふ化力認められたときは幼生をサイフォンを用いて生産水槽中に

収容し、ふ化がなかったときはふ化水槽の水を換水し、親ガニを取り除いて後日収容し直した。生産

水槽には屋内45k/水槽(1-1～1-4)と屋外75k/水槽（G－1．G-2）を用い、3．4．6．8の生産

回次はZ,から流水飼育、他の生産回次はz.収容3日前から水つくりを行った。

生産回次ごとの餌料の種類と投餌量は表3に、飼育水温は図3に、また、飼育期間中の施肥、換水、

および出現生物については表4に示した。

M帥 JUN JUⅣ

、．

_ソ>､‘α
三
四
怜
匡
山
ト
く
三

一
一
、
ゾ

パ
一
Ｖ
／

・
迄
へここ>孝牽

Z1Z2Z2 Z4MCiZtZ22324MCi2i222324MCi

STAGE

図3生産回次ごとの飼育水温

（数字は生産回次を示す）

－94－



表4施肥・換水・出現生物について

－
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回次 出現生物
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水変わ《
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ノ
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Z-j-Z^の脱皮時にクロレラ減少

Z,:ベンモウソウ,Z2～Z.:リゾソレニア
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11

恥～Z.:リゾソレニフZ,:スケレト

Zi～函：なし,Z4～リゾソレニア
■■■■■■■■■■■■■

〔結果と考察〕

生産結果を表5に示した。5月9日から8月7日までの間に11回の生産を行い、生産尾数は44.8万

尾(C1～C3)、生産密度は平均8㈹尾/kﾉであった。特に、生産回次1～8回次(5月9日～6

月30日）はほとんど生産ができなかった。この原因としては、水温が19～22℃台の低い値で推移した

ために､Z期の脱皮間隔が長引きM期になるまでの歩留まりが非常に悪かったためであると考えられ

る。さらに、Z初期から流水飼育を行った生産回次3では、飼育水中のケイソウ類・クロレラがZ3

表5種苗生産結果

生産
回次

水槽容量
（kJ)＊

雛
Ｍ
Ｏ
２
０
０
０
伽
０
０
則
川
捌
剛

錐
付
７
７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
Ⅱ

均
計
平
合

*水槽容量：（)内はふ化幼成収容時の水量
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クロレラ

の使用
施肥

換水

注水 流水

Ｚ
Ｚ

ｚ
Ｚ

歩
黍
四
四
恥
呑
乃
か

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

1Z

一
一

塩
塩
糞
糞
糞

職
職
一
一
聯
一
職
一
鶏
鶏
鶏

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

２
２

２

２
２
２

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

一
一
一
四
一
一
一

１
１

１

１
１
１

２
２
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

へ
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
１
１
１
１
３
３
３

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

期借
幼生使用数
(万尾

収容密度
(万尾/kl)

取揚げ尾数
ステージ・万 尾

３
３
６
６
加
訓
別
飢
３
別
７

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
８

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
皿
、
釦
４
５
５
魁
加
焔

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

５
５
５
５
５
６
６
６
６
７
７

45（40】

45（40】

43（43】

43（43】

75（63）

75（75】

45(40】

45（43】

75（印】

75（50】

75（50】

蹄
砺
別

川
棚
畑
Ⅷ
川
剛
棚
捌

１
６
９
３
２
３
８
３
６
６
２

２
１
１
２
３
２
３
２
４
２
６

CI．0.3

C1．0．01

C1．0．3

0

0

C1．1．4

0

0

C1．26

CI．4,C2．11

C2-C3.1.8

148.5 2.9

11面 1,683
C1．32

C2-C3-12.E



期以後激減し、変わってz幼生の体表に付着ケイソウが付く現象がみられた。そのために、幼生の活

力が低下し、M期に変態する直前に大量蕊死を起こしたものと思われる。

今年度の生産で安定した生産ができたのは飼育水温が平均23℃前後の生産回次9と、飼育水温が25

～27℃の生産回次10であった。この2回の生産回次ではZ2期以後のケイソウの増殖がよく、幼生の

脱皮の同調性も良かった。これは、飼育水の環境条件と餌料条件が幼生の発育に適していたためと考

えられる。

ガザミ幼生の発育には餌料として、ワムシ・アルテミア幼生・配合飼料以外にケイソウ類や原性動

物、バクテリア等の微生物が有効であると言われている。Z4～M期あるいはM～CI期にかけて起

こる大量蕊死は幼生初期の餌料条件・環境条件、および水中の微生物相等に関係があり、大量減耗を

なくすためには、これらの条件を満足なものにする必要がある
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3）オニオコゼ種苗生産試験

石渡卓

前年度に引続き放流用種苗としてオニオコゼの種苗生産技術の開発試験をおこなった。

1．親魚及び産卵

採卵に用いた親魚は昭和弱年より当場陸上水槽(4kﾉ容）で継続養成していた33尾（平均体重350

9)と天然魚48尾（平均体重320g)を用いた。

養成魚の飼育水には、冬～春の間火力発電所温排水を漁過海水に1／3程度添加していたため自然

水温より1～2℃高めに推移している。飼育期間中の餌料にはサルエビなどの活エビを与えるほか、

アジ等の切身を与えたが摂餌は不活発であった。産卵は5月25日から始まり（水温19.8℃》、6月

10日までの間に延15回、253万粒（16.9万／回、平均浮上卵率69.1％、浮上卵平均ふ化率81．3％）

を採印した（表1）。

養成魚は産卵開始後親魚の蕊死が始まり産卵しなくなったため、6月19日に養成魚の内から状態の

良い27尾を選び、天然魚34尾と合わせ採卵を続けた。養成魚と天然魚を同一槽に収容した3日後より

再び産卵が始まり6月22日から9月1日までの間延べ41回、369.5万粒（9．0万粒／回）が産卵され

たが、8月以降はまとまった産卵もなく少しずつが生み出された（表1）。

なお、天然魚は5月19日、6月3，4日に和歌山県加太漁協で刺網で漁獲されたものを入手したも

ので、天然魚だけからの産卵は5月28日から6月5日までの間に6回行われ、延21万粒（平均浮上卵

率弱.9％、平均浮上卵ふ化率醜.7％）を採卵したが、良質卵とは言えなかった（表2）。

2．仔魚の飼育

採卵は産卵の翌日の午後行い、沈下卵と浮上卵を選別した後容量法で計数した。浮上卵は30～604

水槽に収容し、微流水、通気下で卿化させた。

飼育槽はIkﾉ黒色FRP水槽及び2k/透明ポリカーボネイト水槽、5kノレースウェイ水槽(1.8x

5×0.8m)、20kノターポリン円形組立水槽を用いた。飼育水は砂i慮過海水に海産クロレラを釦万

cells/mlになるよう加えた。餌料は日令2日からシオミズツポワムシを10個体/mlとなるよう投与

したが、仔魚の摂餌が少なくその後の補う充量は少ない。アルテミアは日令3～5日目から仔魚1尾1

日当り5～80個体を与えたところ、日令3日にはよく捕食し、半数以信上の摂餌が観察された。日令10

日頃までは2崎間卿こしたアルテミアを与え、それ以降は24時間無化したものにマリンオメガAで21

時間の栄養樹上を図ったものとした。

種苗生産の結果を表3に示す。生産は延べ12例行い、内2kﾉ水槽で行ったものは全て日令12日以前

に激減したため生産を中止した。また、20k/水槽においては1日の採卵数が少なく予定していた60万
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表1養成親魚の採卵結果
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産卵
回数

産卵日
水温
て

総産卵謝
浮上率
％

浮上卵
卿上率％

卵管
m、

sr

、Ⅲ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
岨
旧
叫
妬
肥
灯
旧
灼
別
別
躯
路
別
妬
朋
訂
肥
羽
別
別
詑
羽
剥
弱
詑
訂
記
釣
如
似
蛇
娼
仏
妬
妬
卿
嶋
姐
印
刷
馳
弱
別
弱
弱

妬
記
訂
瀦
訓
訓
１
２
２
４
５
６
７
Ｃ
〕
虻
既
玖
既

5

ご
‐
‐
■
・
Ｊ
ｑ
ｊ
■
ｇ
Ｃ
ｑ
Ｑ
、
ｊ
″
凸
４
■
■
■
ロ
●
司
伊
ワ
ー
Ｉ
夕
■
も
〃
■
、
夕
■
■
口
“
も

Ｋ
皿
正
狸
正
弧
正
蛭
江
別
既
別
託
烈
証
１
４
７
Ⅲ
正
刈
姪
正
正
班
別
既
灰
訓
１

６

７

８

9

８
８
９
１
７
４
０
２
２
２
９
２
８
６
６
５
８
６
５
８
６
３
２
６
８
４
６
４
８
２
４
４
２
０
４
４
０
２
３
８
７
１
２
９
８
２
３
１
５
１
８
８
２
６
５
５

阻
岨
姐
加
岨
肌
肌
肌
肌
肌
加
別
別
肌
別
別
別
別
別
肌
肌
肌
別
別
別
別
別
れ
別
朋
勉
塊
飽
路
馳
飢
朋
馳
妬
閲
蝕
馳
触
飽
触
妬
妬
朋
朋
肥
妬
妬
舶
恥
朋
恥

19,60!
23,00E
157,525
110,694
135,67〔
220,80E
333,76E
312,912
394,66〔
385,oie
176,1認
127,712
6,55
20，7伽
103,09e
33,鰍
5，9証
50,41（
264,63［
307,56［
203,36]
93,94〔
52,632
124,7製
231,14（
107,2便
136,㈹〔
355,478
41,Ⅷ
50，6暁
195,7唖
187,641
59,412
215,㈹1
88，244
85,82〔
32,022
129,錦〔
81,31［
33，6別
67,91
25，245
20，4唖
21,88（
26,942
35,91（
78，612
13，9唖
49,47S
14,34@
64,846
11，6侭
14453
47,釣（
16,別7
16，047

３
９
２
６
６
５
９
１
７
４
１
８
１
４
１
２
７
４
８
８
０
７
１
３
６
３
５
０
７
８
０
４
２
４
０
８
９
３
１
８
２
１
０
４
３
７
５
６
４
６
７
４
３
５
９
６

肌
岨
閲
氾
冊
朋
別
閥
帥
朋
測
冊
岨
侃
岨
肌
飢
朋
脇
師
船
舶
妬
細
別
肥
帥
帥
呪
師
閥
肌
岨
別
邸
別
閥
氾
侃
侃
旧
測
閲
湖
朋
肌
拠
閥
兇
呪
氾
姐
脇
帥
開
駈

１
０
０
７
４
８
５
９
２
６
５
２
０
９
３
７
０
６
５
７
０
７
３
１
０
０
５
１
０
６
８
０
９
９
３
９
９
７
６
８
０
０
８
５
１
１
６
５
７
５
２
０
１
３
２
４

鮒
測
帆
船
帥
開
師
肌
馳
胆
弘
馳
Ⅱ
帥
拠
肥
Ⅱ
呪
肥
蝿
兇
肌
脇
鮎
脇
伽
呪
鮎
川
靴
肌
川
肌
閲
駈
氾
駈
駈
飢
的
蝿
呪
脇
師
朋
肌
肥
拠
肥
田
鮒
船
馳
肌
肌
朋

１

１

１

縦
捌
剛
糊
猟
捌
糊
弧
棚
糊
測
細
馴
縦
猟
弧
捌
矧
蹴
測
識
捌
馴
測
捌
職
細
縦
弧
糊
測
測
測
矧
弧
切
縦
洲
池
畑
澱
訓
汲
測
雅
猟
洲
捌
測
馴
珊
捌
捌
釧
抑

０
０
■
０
■
卓
■
ｑ
Ｏ
０
０
０
０
白
日
０
１
“
ｑ
。
Ｉ
１
１
．
４
４
０
．
１
１
１
１
１
４
１
１
・
１
１
１
・
１
１
．
１
０
４
日
１
ｄ
ｑ
Ｏ
ｑ
Ｏ
●
■
一
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
●
■
■
ｑ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅲ
Ⅲ
側
側
Ⅷ
側
側
慨
雌
側
脇
慨
咽
Ⅷ
服
峨
鰍
脇
側
醐
慨
峨
慨
眠
側
服
服
慨
慨
旧
棚
側
側
仙
侃
慨
側
叩
醐
側
似
似
側
慨
側
棚
慨
慨
側
側
峨
峨
慨
似
慨

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

平隻 22.〔 111,12］ 720 88.1 1.342 0.03（

合計 6,222,79J



粒が1日で確保できなかったため3日にわたり瞬化仔魚を収容したが、日令10日以降蝿死が多く日令

16日に生産を中止した。

着底稚魚を取り揚げることのできた生産槽についてみると、収容仔魚数は合計212,500尾、取り揚

げ尾数は約23,000尾（生残率10.8％）であった。

表2天然親魚の採卵結果

表3昭和61年オニオコゼ種苗生産結果
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産卵
回数

産卵日
水温
℃

総産卵数
浮上率
％

浮上卵
卿化率％

卵省
m、

SD

皿

１
２
３
４
５
６

記
１
２
３
４
５

且
６

18.9

21.2

21.6

21.5

21.6

20.5

羽,504

23,528

1帖,974

23,583

4,242

23,154

63.2

55.9

田.3

72.4

7.1

85.8

95．1

87．2

87．6

42.2

100.0

別.1

肥
詔
部
蛸
犯

４
３
３
３
３

●
●
●
●

１
１
１
１
１

0.022

0.0狸

0.030

0.021

0.020

平均 20.9 34,998 58.9 82.7 1.365 0.肥7

合計 釦9,銘5

生産
回次
容量 親魚 産卵日 ふ化日 収容尾数 取揚尾数

取揚
日数
歩留り 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９

2kノ

2

20

２
２
１
５
１
１
１
１
２

威
然
成
成
成
成
成
成
威
成
成
成

養
天
養
養
養
養
養
養
養
養
養
養

5／証

6／2

6／2,3,4

6／6

6／加

畑
捌
ハ
ハ

６
６
７
７

１
１
１
打

／
／
／
／

７
７
７
７

７

〃
凋
醜
川
川
畑
佃
州
州
刈
刈
川
棚

６
６
／
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７

６

60,000

42,000

594,肋0

60,000

40，000

30,000

103,000

20，000

20,m0

20,000

20,000

84,m0

0

22

０
０
０
班
Ⅲ
蝋
卿
弧
職

，
，
，
，
分
，

１
５
２
６
３
４

蒲

0

C
し

羽～27

1（

Ｆ
ト
凸

15

19～30

(弱～30）

訂
師
訂
訂

一
一
一
－

２
２
８
２

２
２
１
２
22

0.0

可
０
１
Ｊ
Ｆ
Ｂ
Ⅱ
Ｌ
〃
日
日
、
〃
■
Ｉ
Ｌ
４
■
１
Ｊ
Ｆ
ｐ
Ｌ
Ｌ
炉
日
日
』
炉
Ⅱ
』
ｒ
渉
囚
ｒ
〃
凸
Ｆ
日
日
Ｌ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
５
４
且
２
６
Ｌ
Ｑ

１
３
１
２

日令9日全涙

日令9日以前に
90％以上蕊§死

日令11日頃よ
り急激に減耗

日令5日に大
量箆死

日令13～10E
大量整死

合計 1,0肥 側〔 約23,000 2.1



表4．試験区の餌生物投与
開始日令

3，初期餌料試験

種苗生産初期餌料としてのアルテミア幼生の有効性

について試験した。

〔材料と方法〕

供試魚は7月1日に養成親魚から採卵、塀化した月

魚を用い、Ik/黒色水槽に各々 2万尾を収容した。訂

験区はアルテミアの投与開始時期を変えた4区を設{す

た（表4）。

ワムシを投与した試験区は概ねワムシ密度を10個体/mlと成るように毎日午前中に投与した。アル

テミアを投与した区は仔魚の生残と摂餌により投与量を増減し、投与後1～1.5時間後に残餌のない

程度とした。アルテミアは中国産で投与開始時から終了時まで24時間卿上培養したものを用い、日令

10日から終了時までは24時間塀化培養後、21時間マリンオメガAで栄養強化を図ったものを用いた。

飼育水には砂演過海水を用い、仔魚収容直前に海産クロレラを30万cells/mlになるように入れた。

塀化後1日目より11日目まで40W蛍光灯を水槽直上に設け、終日点灯した。換水は日令12日までは無

換水とし、その後0．5回転／日、日令14日から1．5回転／日とした。

稚魚の取り揚げは、稚魚が着底し体色が十分褐色となったもの(TL11～13mm)とし、日令22日か

ら始め日令37日に終了した。

表5試験結果とアルテミアの投与量
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試験区 ワムシ アルテミア
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２
２
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６
２
３
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〔結果〕

試験結果と投与アルテミア数を表5に、仔魚の取り揚げ経過を図1，2に示す。着底稚魚が最初に

現れたのは2区で日令15日に数尾出現している。日令18,19日に各槽で着底前後のサイズの稚仔魚が

原因不明で大量に蕊死したがその後整死は少なくなっている。

取り揚げ尾数は1区＞4区＞2区＞3区の順となりアルテミアを早くから与えた区の生残が良かっ

た。また、アルテミアの単独投与（4区）でも育成が可能であった。

成長については、体長のばらつきが大きく体長組成からは各区で明らかな差はみられなかったが、

着底仔魚の取り揚げ日令と尾数から2区の成長が早く、1区、3区、4区が遅れているといえる。

従って、初期餌料としてアルテミアの単独投与でも育成が可能であるがワムシの併用によって成長、

生残率も良く、アルテミアの早期からの投与が有効であった。
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4．難化仔魚の飢餓耐性について

卵質評価の一手法として聯化仔魚の無投餌飼育による生残について検討を行った。

〔材料及び方法〕

供試魚は前述の養成親魚から採卵、照化させた仔魚で5月お日～9月1日までの間、延べ56回産卵

した内の50回分である。水槽内で自然産卵した受精卵は産卵後約16～1蹄間後に集卵し、60′水槽で

微流水、弱い通気下で無化させた。試験水槽は12ガラスピーカーを用い、卿化仔魚を適宜(100-

400尾）海水と共に取り揚げ、20℃に設定したウォーターバス内に置き、毎日午前11時に死魚を取り

揚げ計数した。飼育中は無換水で弱い通気をし、蛍光灯下で12L12D、照度1,200lux下においた。

卵（または仔魚）の質の良否の基準として無給餌下において半数の個体が蝿死するまでの日数と弊

死し始めてから全個体力蝋死するまでの日数を求めた。ここでは印％致死日数(50D)は積算蕊死率

50％を挟む相隣合う点を直線で結び50％の個体が蕊死するまでの日数を求めたものを云う。半数致死

-01-



表6無給餌試験結果
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日数(HD)は16%致死日数と84%致死日数を結んだ直線から求めた50%の個体が蕊死するまでの日

数を云う。全数死亡日数(OD)は半数致死日数(HD)を求めた直線式から算出した蕊死し始めて

から全個体が蝿死するのに要する日数である（図3）。

50DとHDは長↓程、つまり無投餌で長く生きているほど卵質は良いものと考え、ODは短いほど、

つまり短時日で全滅するほど卵質にバラツキが少ないものと考えた。
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〔結果〕

産卵日別の積算蕊死率、50D、HD、ODを表6に示すb産卵期間を3期に分け、産卵開始時から

養成魚のみで採卵した6月10日以前を前期、天然魚と養成魚を合わせた後、産卵が一旦途切れる7月

22日までを中期、その後産卵終了時までを後期とする。
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産卵期間を通じて50D，HDは平均49日、最短でも3日以上あり、最長では7日を越えており、

産卵日によって大きく差がある。

HDに比べ50Dの変動幅は広いが、両者共に前期には日によって変動幅は大きく、中期には大きく

変動しながら徐々に短縮し、後期には変動幅は小さくなり且つ全体的に短くなってきている（図4）。

HDと50Dの差は卵質の異なった卵の混合割合の相違を反映していると考えられた。前期、中期には

SODとHDの差の変動幅は大きく、後期にはその幅は少なくなる。これは、潮H前、中期は産卵量も

多く、多くの親魚力涯卵に加入しているものとみられ、産卵後期には産卵量も少なく産卵も間を置い

てされる事から、産卵親魚数が少なくなる為と考えられる。

50D及びHDの値と採卵時の各測定項目（表2)とでは、産卵数、浮上卵率、浮上卵鮮ｲ陣、卵径

標準偏差の間に特に傾向的な関係は見られなかった。
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卵径との関係ではHD、50Dが6日以上のものは卵径の大きなもの(1.3伽以上）に限られている

が、卵径の大きなものが必ずしもHD、50Dが長いとは言えない（図5)。卵径1.34皿を越えるもの

は産卵の前期から中期までであり、産卵後期には卵が小型化し（図6）、この意味からすると採卵は

産卵の中期までにするのが良いことになる。

ODは最短1.02日から最長7.13日までと幅広く平均2.84日であった。ODと他の測定項目との間に

は特に相関も見られなかったが、産卵の前期から中期は日変動が著しく、また変動幅も広いが、画ロ

後期には極端に長引くものがなくなっている（図7）。

ODの平均値2.84日より短く、且つHDの平均値4.91日より長いケースは全産卵回中約1/3(50

例中1洲）であり良質卵の選択の困難さを窺わせる（図8）。

種苗生産時の卿ﾛが複数の親魚を対象とすることと、自然条件下での産卵であるため実験条件を一
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定にできず卵質の比較は困難であった。今回の結果からは明確に且つ早期に卵質を評価できる指標を

見出せなかったが今後さらに異なった指標の検索と検討が必要である。

5．中間育成

着定稚魚は陸上水槽のJ槽（3×1．3×0.2m、底面積4㎡、水量0.6k/)10面及び、F槽(5x

5×0.25m、底面積25㎡、水量5k/)1面、そのほか4面に収容し、9月上旬まで育成した。育成槽

には漁過砂（中央粒径0.8nim)を厚さ約4an敷きつめ、流水、無通気とした。各槽には稚魚を収容す

る前にヨコエピ等餌料生物の増殖を図ろため、4月中旬に約1万個体のニッポンメリタヨコエビを入

れ、餌料生物用の餌としてアミエピミンチを翌日少し残る程度投与した。また、2嶋間マリンオメガ

Aで栄養強化を図った4詩間聯化アルテミア幼生も稚魚用餌料として与えた。

育成槽へ収容時の稚魚のサイズは、概ね着底後3～10日経過したものでTL11～13mm(平均12.5b)

であった。

J槽の9面は収容密度を変えて成長、生残を比較した（表7）。収容密度は、ヨコエピのほか自然

発生した餌生物のみを餌料として考え、㎡当り125尾～500尾としたが、育成途中から餌不足と思わ

れた為、アルテミア幼生を餌料として与えた。稚魚収容後のアルテミア無給餌期間は収容密度の低い

区ほど長く、125尾／㎡区では16～19日間、釦0～375尾／㎡区では8～12日間、500尾／㎡区は3

表7中間育成

収容時

~可~毒重蔦T正司

-106-

水槽恥 底面積

㎡

収容月日
取揚げ
月日

飼育日数

１
２
３
４
５
６
７
８
９

－

－

1■■■■

一

一

1■■■■

－

!■■■■

■■■■

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

４
４
４
４
４
４
４
４
４

7月30日

25日

25日

25日

25日

25日

21,22日
17日

30,31日

月8E

″
″
″
″
″
″
″
″

C
し

ノ

仙
妬
妬
妬
妬
妬
胡
闘
弱

■48

Ⅷ
瓢
似
加
似
側

，
，
，
，
，
９

２
１
１
１
１
１
8Ⅸ

０
０
別
別

棚
珊
測
捌
捌
捌
剛
筋
鰯

３１
－
″
″
″
″
″
″
″
〃

２１



日間であり、アルテミアの無給餌期間の長い区ほど生残率が劣る傾向がある。これはヨコエビ等の餌

生物のみでは育成槽収容後の餌料の転換に無理があったものと見られ、餌不足による減耗と思われた。

このため収容密度よりも稚魚収容直後の餌料条件の方が稚魚の生残に大きく影響を与えたと考えられ、

スムーズな餌料の転換を計ることによりさらに高歩留りが期待できるものと思われた。

アルテミアの投与量は取り揚げ稚魚1個体に対し20,426～1,727個体／日であったが生残数、収容

密度の高い区ほど1尾当り投与量が少ない。アルテミアの投与量の多寡に関わらず稚魚の日間成長量

に差はなく、稚魚1個体当りアルテミア1,7側個体／日で十分であったものとみられる。しかし、ア

ルテミアの大部分は表層に集まり、一方稚魚は池底に着底しているところからアルテミアの多くが流

失し、十分に餌料として利用されていないものとみられ、投与方法や適正な投与量についての検討が

必要である。

稚魚の取り揚げは稚魚を砂と共に手網で掬い取り、海水を掛け師分けた。取り揚げ作業による稚魚

の整死はなく、稚魚が擦れに比較的強くその取扱は容易なものと思われた。また、2伽､サイズでは潜

砂能力も小さく、体の1／3位が砂中に埋まる程度であり、砂層はもっと薄くてよいものと思われた。

さらに、稚魚は水槽の隅や排水口等の物陰に潜む性質が強く水槽の中央部にはほとんど居らず、その

行動も不活発であること等から、飼育水槽の形状の検討も含めさらに高密度の飼育が可能なものと

思われた。

試験結果

取り揚げ時
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6．放流

中間育成試験などで育成した放流用種苗

約1万尾、平均全長22.5皿（17～31m）は

取り揚げに数日を要したため、一旦生賓

（底面積5α㎡）4面に収容し、流水下で飼

育した。放流は9月9日、泉南郡岬町多奈

川豊国崎地先の海底に行った。放流地点は

距岸50mの水深6～7mの砂利、貝殻混じ

りの砂泥域に1～2mの岩礁が点在してい

るガラモ場である。

放流時の潜水観察では23種の魚種が確認

されたが（表8）、放流直後の食害は観察

されていない。放流直後と放流1日後に放

流点での釣りにより採捕されたマダイ、ア

イナメ、アサヒアナハゼ、カサゴ等の胃内

容物からもオニオコゼ稚魚は見られなかっ

た。また、放流当夜から翌朝まで設置した

3枚刺網で採捕されたメバル等からも食害

は認められなかった。放流4日後の潜水調

査では1尾の確認もできず、抄い網による

採捕もできなかった。しかし、調査事例も

観察例も少なくさらに多くの詳細な調査か

表8放流時に観察された魚種

雷.CC:100～200尾、C:30～50尾
R:5～10尾、RR:1～2尾

必要であるc

-08-
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4）マコガレイ種苗生産試験

睦谷一馬

昨年度に引き続きマコガレイ種苗生産試験を実施したのでその結果を報告するc

1．親魚と採卵

〔材料と方法〕

親魚は昭和61年12月9日と12月17日に大阪府泉佐野漁協から底びき網で漁獲された個体（雌2混・

雄16尾）を当場に搬入し、底に砂を敷いた8角形水槽（水量約3k/)に雌雄別々に収容して昭和62年

2月25日まで飼育した。飼育期間中は穂過海水を注水し、給餌は行わなかった。飼育期間中の5日ご

との平均水温は図1に示すように9.4～15.1℃であった。

養成親魚からの郷Bは完熟したものから順に取り揚げて搾出法により行った。また、昭和62年1月

7日に大阪府谷川漁協から刺し網で漁獲された雌2尾（いずれも完熟魚）を当場に持ち帰り、直ちに

採卵を行った。

受精卵は5㈹′ポリカーボネート水槽に静かに収容し、浦過海水を注水して流水中でふ化まで管理

した。

℃
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、
、
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／
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図1親魚畜養中の水温変化

（5日毎の平均水温）
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〔結果と考察〕

養成親魚においては昭和62年1月23日から2月25日にかけて25尾中10尾について採卵した。1尾当

りの採卵数は35.7～103.1万粒であり、親魚（平均全長記2.6mm)1尾あたりの平均採卵数は60.7万

粒（平均卵径0.76mm)であった（表1)。

表1昭和61年度マコガレイ採卵結果
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完熟した天然魚2尾（恥82,田）からは合計･8萌粒（平均卵径0.77mm)が採卵できた。

また、養成親魚から得た2例（胸68,79）では受精率が93.8,90.6％、ふ化率が65.8,46.4％、

完熟した天然魚から得た2例では受精率が83.7,68.2％、ふ化率が69.3,48.1％で、養成親魚のほ

うが受精率は良かったものの、ふ化率については両者には差は無かった。

今年度は昨年度に比べて暖冬であったために水温の低下が遅く、養成親魚からの採卵開始は昨年度

に比べて約20日程度遅れた。しかし、1月下旬から2月上旬に10尾中9尾の採卵力河能となり、まと

まった受精卵の確保が可能であった。

2．飼育試験

〔材料と方法〕

飼育には、5kノレースウエー水槽1面と2kﾉ水槽1面および、30k/組み立て水槽1面を使用した。

供試魚は昭和62年1月16日にふ化した仔魚25万尾をレースウエー水槽に18万尾、2k/水槽に7万尾
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許っ
収容した。また、2月3日（15万尾）と

2月4日（35万尾）にふ化した仔魚、合

計別万尾を30kﾉ水槽に収容した。

飼育水には発電所温排水をサンゴ砂で

滝過して用い、飼育期間中はふ化仔魚収

容時から流水で飼育した。飼育期間中の

水温変化は図2に示した。餌料にはワム

シ(Ro)、チグリオパス(Tig)、養成

アルテミア(C-Ar)を用い表2に示す量

を与えた。

0
0102030405060

レースウェイ槽

2k/水槽

30kj水槽

▲：レースウエー水槽○:2kﾉ水槽●：釦k期立水槽

図2飼育期間中の水温変化
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表2飼育期間中の餌料・投餌量

日 数

2030405060

4Ro35

4-8x10̂ノday 36C－Ar 59

Tig 35390．2－0．SxlOVdâ

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊

6152628343846

4 Ro3

2-4.5xlO/day 36C-Ar59

Tig 35390．2-0.6x10'ノ。a〕
＊＊＊＊＊＊＊＊＊I

615262834384641

4 恥4：

3－30X】〔 /day 33 GAr 59

Tig 310．3－1．OxlOV<i
＊＊＊＊＊：

810】7303：

a）

Total(xlO*】

Ro 178．5

C－Ar 6.3：

Tig 2.〔

Total(xlO*】

R 100.5

C－AI 6．46

Tig 1．88

TbtaJ(xJO*:
ロ

Rc 462

C-A『 11．65

T § 2．35

Ro:ワムシC-Ar!養成アルテミアTig:チグリオパス

J(xlO*】

5.6

0.3

0．2

X(xl<n

3.

0.3

0.〔

了(xJO*)

12息

0.4

0．41

〔結果と考察〕

昭和61年度生産結果については表3に示した。3水槽を用いて各60日間の飼育を行い全長10.0-

24.5皿の稚魚10,m0尾を生産した。生残率は5．6～0.7％、平均1.3％で非常に低かった。

その駆としては、1）ワムシ・アルテミア幼生、およびチグリオパスの給餌量の不足、2）飼育

水槽底面の汚れによる着底期における水質の悪化と魚病の発生、3）レースウエー水槽および2kﾉ水

槽では収容密度力塙すぎたことなどが考えられる。
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表3昭和61年度マコガレイ生産結果

3．放流

昭和6拝3月16日に6,500尾（全長10.8～245a)、4月3日に3,500尾（全長10.0～23.8m）を

水試地先海域に放流した。

-112-

ﾚｰｽｳｪｰ水槽 2kノ水槽 30k/水槽 合計（平均）

生産開始

生産終了

生産日数

収容日全長(皿）

平 造

SE

終了日全長(皿）

平 均

SE

収容尾数(尾）

取り揚げ尾数厘）

生残率(％）

62.1.16

62.3.16

60

3．4－41

3.7

0．19

12.2-241

15.〔

2．44
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1.4
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6C

3．4－4．1

3.1

0．19

10.8-16.;

13.8

1.78

70,000

4,OOC

5.（

8

62．2．3

62．4．3

60

3．4－4．2

3．9
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16．3
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印0,㈹0

3，5側

0．7
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一

一
一
一
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5）パイ種苗生産試験

鍋島靖信

目的

大阪湾において漁獲量が激減しているパイの資源回復を図るため、放流用種苗の生産技術を開発する。

1．種苗生産試験

〈材料及び方法＞

1）施設

種苗生産と飼育試験に用いた水槽のサイズを表1に示した。

表161年度使用水槽

2）親貝

昭和印年度に購入した鳥取県産親貝217個を再使用するとともに、新たに鳥取県から親貝1,000

個を購入した。昭和的年度購入親貝のサイズは、雌が平均殻長78.3mm(平均体重70.59)、雄が平

均殻長78.4mm(平均体重70.2g)、昭和61年度購入親貝のサイズは、雌が平均殻長78.1皿（平均体

重72.5g)、雄が平均殻長78.5mm(平均体重72.2g)と、ほぼ同じサイズであった。

3）親貝養成と採卵

親貝の産卵能力を比較するため、購入年度別に親貝を水槽に収容し、雑エビや魚肉を十分に与え

飼育した。採卵は数日間隔に水槽の壁面や産卵床（塩化ビニル波板の円筒）に産みつけられた卵の

うを、卵のう膜を破らないようへラを用いて‘慎重に剥離し採集した。採集した卵のうは計量の後、

稚貝生産水槽に収容した。

4）ふ化と幼生の管理

採集した卵のうは採卵回次ごとに平均卵のう重量と卵のう内平均卵数を調べ、採集卵のう重量か
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水槽
番号
用途

水槽サイズ（タラ
×ヨコ×深さ】

容量 底面猿 生賓網サイズ
生養
容量
生賛
底面債

１
２
３
４

親貝養成
及び採卵

300×140×50en

″
″
〃

2.2㎡

″
″
″

4.2㎡

″
″
″

使用せす

″
″
〃

｡■■■■

一

d■■■■

｡■■■■

■■■■■

■■■■

－

－

5
稚貝飼育
試験

300×140×50en 2.1㎡ 4.2㎡ 使用せす ■■■■ 一

Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ｅ

椎貝生産

200×1㈹×50m
〃

釦O×185×印an
〃

1.0㎡
〃

3．33㎡
〃

200㎡
〃

5．55㎡
〃

1帥×95×40en
〃

290×1釦×6C
〃

切

0.47n,
〃

2.09ni
〃

1．81㎡
〃

5．22㎡
〃



表2昭和61年度

ら収容卵数を推定した（収容卵数＝採集卵のう重量÷平均卵のう重量×卵のう内平均卵数）。

ふ化用水は砂漁過水をカートリッジ型フィルター（漁過器：商品名）で再櫨過し、さらにナイロ

ン綿で浮泥を除去した後、殺菌のため紫外線照射した。卵発生中の換水は約40～50回転／日の流水

とし、ふ化期間中には約10～釦回転／日、幼生看底後は再び約40～印回転／日の流水とした。

また、稚貝生産水槽はいけす網を用いた二重底構造とし、水槽壁やいけす網に藻類が発生しな↓・

よう寒冷紗を用いて遮光した。

ふ化幼生数はふ化期間中、毎朝水槽内の8ケ所から柱状採水し、容量法により推定した。

5）稚貝の飼育管理

着底稚貝数は幼生の浮遊期間が約3日であることから、毎日の浮遊幼生数を3で除した値を合計

し推定した（着底稚貝数＝夏日浮遊幼生数÷3）。また、生残稚貝数は各稚貝生産水槽の8ケ所を

坪刈し、平均分布密度をもとめ、それに底面積を乗じて推定した。

投餌はふ化後6日目から開始し、稚貝数、成長度合、残餌量を観察しながら、エビ肉ミンチ、イ

サザアミ、エビ肉の順に投与した。
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１
２
３
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親貝の産卵状況

<結果及び考察＞

1）親貝の産卵

親貝の産卵状況を表2に示した。61年度購入親貝は6月15日（水温19.8℃）から産卵を開始した

が、60年度購入親貝は産卵が遅れ7月7日（水温22.0℃）から産卵を開始した。産卵終了は両者と

も8月下旬（水温26.8℃）であった。

61年度購入親貝の総産出卵のう数は3,712個で、雌親貝1個当り7．5卵のうと、極めて少量しか

産出しなかった。60年度購入親貝は同1,239個で、雌親貝1個当り11.4卵のうと、同様に産卵量は

少なかった。釦年度における雌親貝1個当りの産出卵のう数は79.5卵のうであったが（これもさほ

ど高↓救値ではない）、61年度はさらにそれを下回った。

また、産出された卵のうには程度の差はあるが、形状やサイズの異常な卵が混じっていた。外観

上は正常とみられる球形の卵（以下正常型卵とする）の含有率（以下正常型ﾛ率とする）は5～98

％と大きなバラツキがみられた。

61年度の鼎繊集卵のう数は4,951卵のうで、その卵のう内平均卵数は43.7粒であった。総卵数は

21.6万粒（60年度100万粒）で、正常型N数はそのうちの149万粒と推定された。大量の卵を得る

ため、昨年度の2.5倍の親貝1,000個を購入したが、産卵量が少なく、卵質も不良であった。

-115-

7／22～ 7/2E 7／26～7／風 7/30～ 8／（ 8／7～8/14 8／15～8/25 8〃6へ 9／4 合計

32

522

65

67

141

146

1冊

117

301

252

2E

287

髄
銘
拠
肥

別
Ｅ
４
刑

０
０
０
０

885

2313

514

1239

686 507 開5 285 51 0 4951

7／23～l/7t 7／26～7／茨 7/3（ ～ 8／（ 8／7～8／14 8／15～8〃5 8／26へ 9／4 平造

４
９
９
５

拓
駈
開
削

６
９
４
９

銘
記
開
“

55.8

55.8

55.8

55.8

ｒ
・
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
〃
Ｉ
Ｌ
韻
ご
し

●
●
●
●

弘
弘
訂
闘

６
８
０
５

託
託
棚
別

50.4 45.C 55.8 37.2 43.7

7／記～7/25 726～7/2 7／3（ ～ 8／（ 8／7～ 8/14 8A5～8／25 8／記へ 9／4 平均

0.72

0.79

0．98

0.83

0．67

0．41

0．21

0．33

朋
田
闘
朋

●
●
●
●

０
０
０
０

狸
躯
狸
姻

0

0

0

0

両
創
的
“

０
０
０
０

0．84 0.4C 0.圧 0．42 0.6c



なお､本試験で用いた親貝と同一漁場で漁獲された親貝を使用している鳥取県栽培漁業センターでは、

異常卵の少な↓浪質卵を例年並に産卵したと言う情報を得た。このことから輸送途中の条件に問題が

あるのか､または試験場内の飼育環境に問題があるのかなどにつ↓Tてその原因を今後究明する必要がある。

2）ふ化幼生と稚貝の飼育管理

稚貝生産水槽における水温変化、ふ化幼生数、累積着底数、稚貝生残数の経過を図1に示した。

ふ化は7月31日から9月7日までみられ、その間の水温は240～27.8℃であった。

61年度のおける総ふ化幼生数は2.刃万個体で、総卵数21.6万粒からのふ化率は12.9％（60年

脇8.2％）、正常型卵数14.9万粒（帥年度85.8万粒）からは18.7%(60年度66.7%)と、ふ化率は

極めて低かった。

稚貝の生残数はふ化幼生の着底開始後16日目の9,857個体をピークに減少し、36日後にはほぼ全

滅状態となった。少数の稚貝に没餌を続け、10月3日まで飼育を継続したところ、生存していたの

は貝殻が細長い奇形稚貝1個体のみであった。

本年度は産卵量が少ない上に、発生途上で死滅したり、全く発生をしない異常卵力塙い頻度で存

在し、ふ化率が極めて低かった。また、着底後の稚貝の生残も極めて低かった。これらは本年度の

卵質の悪さによるものと考えられた。
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図1稚貝生産水槽におけるふ化幼生数と累積着底数および稚貝生残数の変化
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2．稚貝の成長と腹足腔の形成時期について

種苗生産されたパイ貝の成長を把握するとともに、産卵時には卵のうの鋳型となり、雌雄判別の重

要な性徴である腹足腔の形成について、観察を行った。

〈方法＞

昭和6岬度I種苗生産した椎貝を水槽で継続飼育し、定期的に稚貝の殻長・殻幅・体重を測定する

とともに、腹足腔の形成について観察した。

〈結果及び考察＞

稚貝の殻長の変化と、腹足腔の存在するものを雌とする性比の変化を図2に示した。

帥年7月中旬にふ化した稚貝は9月中旬には平均殻長10.5皿になり、10月中旬には同20.6mに成長

した。さらに11月下旬には平均殻長21.5mとなったが、それ以後は水温の低下により成長速度が低下

し、翌年6月中旬には同24.3mと、約7ケ月間に平均殻長が2.8mm増加したのみであった。しかし、

6月中旬以降は再び成長速度力漣くなり、12月下旬には平均殻長42.6mmに成長した。また、それ以降

は1年目と同様に、62年3月上旬まで平均殻長が0.2m増加したのみであった。

このように、パイ貝は6月から11月までの飼育水温が20℃以上の期間に大きく成長し、11月から6

月まではほとんど成長していないことが窺える。これは水温力高くなると、パイ貝の運動が活発にな

り、同時に摂餌行動も活発になるためであろう。
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図2昭和60年度種苗生産椎貝の成長と腹足腔を持つ個体を雌とする性比の変化
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また、これらの稚貝の成長から、商品サイズの下限と考えられる殻長3anには、満1年で成長する

ものもあり、成長の早い個体はふ化後1年で漁獲対象となること力頚われた。

稚貝の腹足腔の形成は、ふ化後13ケ月目の翌年8月に初めて確認され、8月以降は腹足腔を持つ個

体（雌貝）の割合が徐々に増加した。また、腹足腔を持つ個体の最小サイズは殻長27.2mm、体重が

3.1gであった。これからパイ貝の腹足腔はふ化後約1年、殻長27mm以上の稚貝に形成されると考え

られる。

3．摘要

1）61年度の親貝は雌親貝1個当りの産出卵のう数が7.5～11.4卵のうと、産卵量力瓶めて少なかっ

た。

2）61年度の総採卵数は21.6万粒で、そのうち外観的に正常な球形をした卵（正常型卵）は14.9万粒

で、正常型卵率は69.0%であった。

3）ふ化幼生数は2.79万個体で、正常型卵（14.9万粒）からのふ化率は18.7％であった。60年度にお

ける正常型卵からのふ化率66.7％と比較すると、極めて低く、卵質に問題があると考えられた。

4）稚貝の生残数はふ化開始後19日目の9,857個体をピークに以後減少し、36日後にはほぼ全滅状態

となった。

5）パイ貝は6月から11月の海水温釦℃以上の時期に大きく成長し、11月から6月の間は成長速度が

低下する。

6）パイ貝はふ化後満1年で、商品サイズの下限と考えられる殻長3cmに成長するものもあり、成長

の早いものは生産後1年で漁獲対象にすることが可能である。

7）パイ貝の腹足腔はふ化後約1年、殻長27m以上の稚貝に形成される。
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6）カサゴ種苗生産試験

林凱夫

重要な磯魚として、釣及び刺網漁業者から椎魚放流による資源増殖の要望が大きいカサゴの種苗生産

技術開発試験を本年度より実施することとなった。なお、カサゴは生殖時期が冬季であり、種苗生産施

設の稼動率の低い時期の対象種として、施設の有効利用の面からも貴重と思われる。

本年度は親魚の入手についての調査と、産仔及び仔魚の飼育実験を行った。

1．親魚調査

く方法＞

完熟した親魚の入手によって種苗生産時期が決定するため、大阪湾南部で操業する釣、索I蝿、底び

き網の当業者から、カサゴの成熟と産仔及び漁獲状況についてききとりを行うとともに、随時標本魚

のサンプリングを行った。標本魚の一部はコンクリート水槽（3．0×1.8m×0.7m)に収容して

産仔試験に供し、残りは体長（全長=TL)と体重の測定ならびに開腹して雌雄の判別を行った。

〈結果及び考察＞

1）産仔時期

ききとり及び市場での確認結果などから、腹部が良く膨らんで、軽く押すと仔魚を放出する産仔

直前の雌親魚の漁獲される時期は、12月中旬から4月中旬頃までで、かなり長期にわたる。先ず、

沖合で操業する底びき網と釣で漁獲されるうちの大型個体に成熟がみられ、次いで岸近くで操業す

る東I網（磯建網）の漁獲物に成熟魚がみられる。3，4月の晩期に成熟するものは、そのほとんど

が4型個体である。いずれも種苗生産用親魚として利用することができる。将来、量産体制に入っ

た時、複数回の生産が可能であり、また種苗生産魚種の少ない冬季における対象種として生産施設

の有効利用を図ることができよう。

2）雌親魚の割合

61年12月から62年2月の間に、底びき網、及び刺網漁獲物からサンプリングされたカサゴの雌雄

別尾数及び割合は表1に示したとおりである。

調査事例の少ないのがやや難点ではあるが、全体に占める雌の割合は、刺網は4例中全て25～29

％の範囲にあり､板ぴき網削2%で､いずれも雌力沙ない｡水江農よる佐世保湾の調査では､カサ
ゴの雌雄比は周年を通じて変わらず1：1（50％）であるとされているが、今回の調査結果の理由

については不明である。

3）体長、体重、年令

サンプリングしたカサゴの雌雄別体長組成、体重組成は表1に示すとおりである。雌の体長範囲

は全長で12～1艶､、体重は38～1309であり、雄はいずれも雌よりやや大きい。
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表！ カサゴ親魚の雌雄

概応の知見鯛､体長に相当する年令をあてはめると､満2年魚(TL12～15cm)と満3年魚
(TL15～18cm)が主体で大部分を占め、満4年魚以上(TL18cm以上）はわずかである。

2．産仔（仔魚の産出）

〈方法＞

産仔は腹部が良く膨らんだ雌親魚1～3尾を、塩ビ製黒色胴丸篭（胴径40cm)に収容し、1304容

塩ビ水槽(48cm×腿cm×44cm)の底に沈め、流水下、無投餌で行った。

産仔が認められると仔魚数の計数と親魚の体長(TL)、体重を測定した。

〈結果〉

産仔試験の結果を表2に示す。産仔試験に用いた親魚は延べ32尾であるが、表2には同じ日に同一

水槽内で2尾以上の親魚が産仔した場合を除き、親魚1尾のみが産仔したと確認された9例について

示した。

産仔は産仔槽に収容:後、早いもので2日、遅いもので10日後にみられた。産仔は夜間行われ、1回

の産仔はほとんど1日で終るが2日にわたった例もあった。親魚の体長は14.5～17.0anの範囲で、

1回の産仔数は5,0側～10,800尾であった。4月11日産仔の試験例を除いては、産仔後も腹部に膨

らみが残っており、卵巣内に卵がみられ、引き続き成熟産仔するものと思われる。
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比及び体長、体重組成

表2産仔試験結果
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表3 仔魚飼

3．飼育

〈方法＞

産仔試験で産出された仔魚、及び同様の方法で産出した仔魚を黒色FRP1トン水槽に1～3万尾

収容し、飼育試験を行った。飼育水はクロレラを添加して緩い曝気を行い、1M棒ヒーターで加温し、

餌料にはクロレラ培養ワムシとアルテミアふ化幼生を用いた。

〈結果＞

飼育例ごとの結果を表3に示す。飼育5例のうち比較的良好な結果を示したのは、釣で漁獲された

親魚から産出された仔魚10,0m尾を用い、4月11日から5月21日まで飼育して、平均体長(TL)17.0

mの稚魚1,545尾（生残率15.5％）を得た例である。他の4例と比較して、良好な結果を生じたと考

えられる要因として漁獲が親魚をいためることが比較的少ない釣で行われたこととともに次の点があ

げられる。①飼育水のクロレラ卿ﾛ量を増やして、30～50万cells/mlにした。②飼育水が17.2~22.0

℃と高く、成長、変態がスムースに進行した。③流水飼育の時期を36日目以降とし、それまでは5日

毎に10%の抜取式換水とした。などがあげられよう。山口県外海栽培漁業センターでは、飼育水中に
4）

クロレラ50万cells/ml以上の添加で良好な成績をあげている。また流水飼育への移行が早いと、餌

のワムシが流出し、餌不足になると考えられる。飼育例3で見られるように、飼育開始時の収容数が

多いと、やはり餌不足となり成長差が顕著となるようである。

4．中間育成

〈方法〉

中間育成開始7日前の5月21日に、屋外70トン水槽(7m×7m×1．6m)に40トンまで原海水を
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育結果

張り、アルテミアふ化幼生1億個体（アルテミア卵850gからふ化）を入れて養成した。そこへ表3

に示す飼育例5で得た稚魚1,400尾を収容して21日間飼育した。飼育途中の5月30日にアルテミアふ

化幼生8千万個体を追加投入した。

〈結果＞

飼育開始時、平均体長(TL)17.0mm(14～34nmi)の稚魚が平均31.9im(28～45nim)に成長し、生

残数1,125尾、生残率別.4％であった。健康状態も良好で、飼育終了後、縦3m，横1.5m、深さ0.4

mのコンクリート水槽に収容したが、投与した小エビ、小魚のミンチ肉を摂餌し、その後、へい死も

ほとんどなく順調に成育している。
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14．栽培漁業事業

1）ガザミ放流技術開発事業

有山啓之・睦谷一馬

本府では昭和42年度よりガザミ放流を行っているが、その放流技術にはまだ多くの問題点が残されて

いるため、昨年度に引続きガザミ放流技術開発試験を実施した。

1．中間育成試験

6月上旬に生産されたCi椎ガニについて中間育成を行った。その概要を表1に示す。飼育水槽は

45k/コンクリート水槽(4×8×1.4m)で、付着材としてブラシ232本を垂下した。水槽への収容

は2回行い、収容尾数は6月4日2.6千尾、6月7日3．4千尾で、両者を合わせた密度は133尾/kノ

であった。餌料はカッターで細かくしたアミエピで0.2～1.0kg/日を2回に分けて投餌し、飼育水

は1日当たり別％の換水率の流水とした。

育成期間中の水温は別.2～23.1℃（平均21.9℃）で、19～22日間育成してC←Cs栓甲幅12～25mm、

平均18.Omm)に成長した。取揚尾数は2.3千尾で生残率は38.3%であった。

表1中間育成の概要

収 容 修敵 生残率

（％）月日サイズ尾数（千尾）月日サイ 尾数（千尾ズ

6.4

6.7
１
１

Ｃ
Ｃ

2.6

3.4
6.26C463%,C537%2．3 38.2

0

2 ．放流

ガザミ種苗の放流状況を表2に示す｡放流日は6月妬日～8月8日で合計444千尾の椎ガニを放流した。

表2種苗の放流状況

月日 放流場所 放流方法 齢期尾数（千尾）

中間育成放流

直接放流
〃

〃

〃

〃

岬町谷川地先

阪南町西鳥取地先
岬町谷II地先

阪南町西鳥取地先
阪南町箱作地先

〃

6.2（

7．1
〃

7．4

7.28

8．〔

２
岨
２
澗
捌
肥

５

２
３

Ｃ
Ｃ
Ｃ

－
Ｑ
Ｑ
Ｑ
一
一

４

１
２

Ｃ
Ｃ
Ｃ

計 444Ci～Cs

-124-



3．標識開発試験

’）
ガザミの標識方法には多くの方法が試みられているが実用化されているのはペイント法のみである。

しかし、ペイント法は甲に文字を書く方法であるため、脱皮とともに標識がなくなるという欠点を持

つ。そこで、昭和59年度に切断アンカータグとリボンタグについて試験を行ったところ、切断アンカ

ーﾀグについて蝋皮時の標識脱落がなく蕊死も少ないため有効性が確かめられている雪ｱﾝｶータグ

はラベル部があるために発見されやすく、ラベル部に番号等を記入することにより個体識別が可能で

ある。しかし、この方法はラベル部を切断するので、発見されにくく個体識別が不可能という欠点を

持つため、今年度はこの標識を改良して装着個体の飼育試験を実施した。

〈材料と方法＞

使用した標識はS125型アンカータグ（日本バノック社製）でラベル部を切断してある（図1)。
2）

長さは125mと長く昭和59年度に実験したX5蝿(35inm)より発見しやすいものと思われる。また、

個体識別を行うために標識の5ケ所に染色を施した。色は青・赤・緑・黒・白（無染色）の5色で5

進法により3,125通りのナンバリングが可能である。なお、染色液は表3の通りで100℃で3粉間染

色した。

標識装着個体の脱皮・蕊死状況を把握するために、装着個体を9月から11月にかけて帥日間飼育し

た。供試個体（表4）は、水産試験場で種苗生産しコンクリート水槽で継続飼育していた個体24尾

(I群）、泉佐野漁協より購入した個体76尾(0群・Ⅲ群）の合計100尾で、全甲幅は77～148mで

あった。標識は遊泳脚基部にタグガンを用いて装着し、砂を敷いた水深30cmのコンクリート水槽2面

を25cm×25onの区画に仕切って1尾ずつ収容した。餌料には雑エビを用い、願ﾘとして毎日、水温

と脱皮・整死状況を観察した。

表4飼育試験供試個体
･染色Ｆ

農
上
Ｃ
子

e●

全 甲幅伽；
群尾数

平均範匪

図1試験に使用した標調 1

1

m

別
別
印

105.6

119.3

113.1

77～14〔

97～14（

別～142
表3染色液の組成

酸性みやと染

氷酢酸

片栗粧

熱湯

8．4

2．7

6.〔

90.C

合計100112.977～148ｇ
耐
ｇ
耐

〈結果と考察＞

試験期間中の水温を図2に、試験結果を表5に示す。I群の生存率は91.6％と高かったが、I群。
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図2飼育試験期間中の水温

表5飼育試験結果

生存（％ 姥死例）

群雫月日噂 剛金星農星計剛僻耀撫耀計
19.19～11.18

Ⅱ9．25～11．24

Ⅲ9．26～11．25

25.0

0.0

4．0

８
３
０

●
●
●

妬
蛇
別

20.8

0．0

2．0

91.（

42.2

36.〔

２
５
０

４
謁
馳

０
０
０

●
●
●

０
０
０

0．0

0.0

24.0

4.2

19.2

10.0

０
０
０

●
●
●

０
０
０

8.4

57.7

64.0

合計 8.037．06.051．026.012.011.00.00.049.0■ﾛ■■■

Ⅲ群の生存率は50％以下であった。また、I群では脱皮して生存していた個体が多かったのに対し、

I群では脱皮せずに死亡した個体が多く、Ⅲ群では脱皮中に死亡した個体も多かった。さらに、I群

では2回脱皮した個体も20%以上と高率であった。これらの原因としては各群の活力の差が考えられでは2回脱皮した個体も20%以上と高率であった。これらの原因としては各群の活力の差が考えられ、

標識装着には購入個体より飼育個体の方が適していると言えよう。1．1群とⅢ群は別の水槽で飼育

したが、同じ購入群のI群と、群で結果力填なったのは底質の割上に差があったためと考えられる。

なお、標識脱落は脱皮時にはまったくなく、取揚時にI群で1尾の標識が脱落しているのが発見され

たのみであり、この標識の脱落はほとんどないものと考えられる。

標識装着個体の蕊死状況を図3に、全甲幅別の脱皮・蕊死状況を図4に示した。蝿死は装着後3日

までは多く、その後は1日2尾以下であった。また、脱皮・蕊死状況は、I群の全甲幅111～130m
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の個体の多くが脱皮しなかったことを除き、大きさによる違いは明らかでなかった。

標識の条件としては、1）装着しやすい、2）装着による蝿死や影響が少ない、3）脱落が少ない、

4）発見されやすい、5）安価である等が考えられる。今回試験を行った切断アンカータグは、購入

個体の整死が多かったことが問題であるが、それ以外の条件は満たしているものと思われろ。今後は

整死率を下げるよう装着方法等に工夫を加えていくべきだろう。また、飼育個体では蕊死が少なかっ

たことから、装着可能サイズまでの大量育成技術の開発が必要であり、それには最小装着可能サイズ

がどれぐらいであるかを把握しておく必要があろう。

4．標識放流試験

大阪府では､昭和55年鍵56年鉦ぺｲﾝﾄ法による標識放流を行っているが､再捕率はそれぞれ
4．5％、6．3％と低かった。そこで、今年度は前項で試験を行った標識による標識放流を実施した。

〈材料と方法＞

泉佐野漁協で購入したガザミ947尾（全甲幅闘～158mm)に切断アンカータグを装着し、9月5～

26日に放流を行った。放流状況を表6に示す。なお、大阪府全漁協、兵庫県30漁協、和歌山県18漁協、

徳島県2漁協にポスターを送付し再捕報告を依頼した。

〈結果と考察〉

再捕状況を10日ごとにまとめて表7に示した。ただし、これには放流後2日目に放流地点横の刺網

表6標識放流状況

尾数 全甲幅(mm)
群月日 放流場所

8？計平均範囲

阪南町西鳥取沖

岬町谷川沖．

岬町淡輪沖

距岸印0m
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■
■
■
二
■
一
｝
（
皿
一
一
〃
一
“
一
《
叩
一
『
一
亜
）

５
筋
邪

●
●
●

９
９
９

223

171

羽7

167

71

78

剛
加
川

115.8

123.2

112.8

86～158

94～155

85～155

計 316田1947116.785～158

表7再捕状況

群～10日～20～30～40～50～帥～70～80～90計再捕率
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猿
で漁獲された2群約40尾は除いてある。再捕は1

群では放流後2～56日、2群では5～86日、3群

では0～47日に見られ、再捕率は1群：41％、

2群：10.7％、3群:13.0%と低かった。この原

因として、飼育試験で見られたように箆死が多か

ったこと、および報告率が低かったことが考えら

れる。

再捕を漁法別にみろと、石桁網8梶（96.4％）、

板曳網・刺網・定置網各1尾ずつとなっている。

再捕地点（図5）は、どの群も阪南町～岬町東部

沖が多く、移動距離は最大で約加畑で大阪府以外

からの報告はなかった。移動方向は1群は西が多

く2群は東北であったが、3群においては傾向は

明らかでなかった。

放流時から再捕時までの全甲幅の変化を図6に

示す。変化は-10～＋10％のものが最も多く脱皮

しないうちに再捕されたものと思われる。増加し

たものも多く、最大十59.6％であり脱皮したこと

を示唆している。+30～40%にもピークがあり1

／
《
的
ソ

櫛
甥
朗

味

20

〃

個
体
数
10

11

■■■25
1剛111■I別

0
-300+30+60
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放流時から再捕時までの全甲幅の変化図5標識放流再捕地点

数字は再捕尾数を、黒丸は放流地点を示す。

図6
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回脱皮したものと推定され、＋40％以上の個体には2回脱皮したものも含まれている可能性がある。

ところで、再捕時のサイズは主に漁業者の報告によるものだが、cIn単位のものが大部分で、しかも実

際にはありえないサイズの減少も多いため、誤差はかなり大きいと言えよう。

今回用いた切断アンカータグは、前述のように再捕率が41～13.0%と低く、再捕期間も放流後86

日までであったため、今後も改良が必要と思われる。また、今回は午後に漁協より購入した個体に夕

方標識を装着し、翌日の午前中に放流を行ったが、体が紐でしばられていて脱皮できずに蝿死した個

体力装着個体の約17％と多かったため、この対策も必要である。さらに、漁業者への啓蒙により報告

率の向上も図っていかなければならないだろう。

文献

1）愛媛県水産試験場・佐賀県有明水産試験場・大阪府水産試験場：昭和46～弱年度栽培漁業放流技術

開発事業ガザミ班総括報告書，25-31（1銘5)．

2）大阪府水産試験場：昭和59年度栽培漁業放流技術開発事業ガザミ班総合報告書，大14一大16

（1985）．

3）大阪府水産試験場：昭和55年度同報告書，大16一大19（1981）．

4）大阪府水産試験場：昭和56年度同報告書，大麗一大型（1卿）．

2）クロダイ放流事業

石渡卓

府下におけるクロダイ資源の増大を図るため、クロダイ稚魚の放流を実施した。放流用種苗は香川県

下で人工生産された稚魚で、4月中旬に養成親魚から採卵され、約帥日間育成されたものである。種苗

は7月16日に陸送により約5時間の輸送後、当場内に設置した30k/水槽に収容した。輸送後の活力は良

好で、輸送による減耗もほとんどなかった。種苗は陸上水槽で8日間飼育した後、放流前日にサイホン

によって海上網生賓（4×4×3m)に移した。育成中は餌料としてマダイ用のペレットを投与し、育

成中の減耗もほとんど無かった。

種苗の放流は7月24日に実施し、放流場所は泉南郡岬町淡輪漁港地先及び堺市7－3区埋立地地先に

各々約2万尾を放流した。放流場所までの種苗の運搬には当場調査船「しおかぜ」（6．62トン）を用い、

各々 加分、3時間を要した。放流時の種苗のサイズは尾叉長40.5±8．2血、体重1.17±0.57gであっ

た。
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3）ヒラメ中間育成試験

石渡卓

ヒラメの栽培漁業化討験として、網囲い式による中間育成試験を実施した。

供試魚は(社)日本栽培漁業協会伯方島事業場で生産、育成された種苗である。種苗は6月16日に伯方

島事業場から1k/水槽3面に分槽され、トラックによる陸送後直ちに水産試験場内の30kﾉ水槽（直径5

m×1.2m)fd又容した。収容尾数は乳000尾(TL=248mm)であった。種苗はアミエピ、イカナゴ

ミンチ等を投与し、初期蕊死が止まるまでの間（6月25日）育成し、この間の生残は35,000尾（生残率

648％、TL=33．9m）であった。海上囲も網は水産試験場地先（水深0.8～2.0m)に設置した筏

(10×10m)から垂下し、網の裾は裾に取り付けたチェーンと共に海底に埋設し固定した。陸上水槽で

育成した種苗の内、28,0m尾(TL33.9inm)を6月25日から26日に4伽､ホースのサイホンにより海上囲

↓網に収容し、配合餌料の自動給餌を行った。放流は7月8日囲↓網を撤去することにより行った。放

流尾数は鰭カット標識を施し囲い網内に放流前日に収容した種苗の投網による採捕の混#塵率から推定し、

生残数は約1万尾と推定された。放流時の大きさはTL47.9mであった。また、標識放流試験用に陸上

水槽で継続して育成していた種苗約3,300尾(TL845inm)は8月1日夜間の停電事故により全滅した

ため、試験は中止したc
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15．餌料生物開発試験

有山啓之

昨年度に引続き、ニッポンメリタヨコエビAb肱吻melitαノ叩o肌ca(Nagata)について試験を行っ

た｡昨年度は培養適水温と底質について明らかにしたカミ今年度は初期餌料試験と天然海域における生
息状況調査を実施した。

1．初期餌料試験

昨年度の試験の結果、問題点として残された初期餌料について試験を行った。

〈材料と方法〉

昭和舵年3～4月に、母体から離れたばかりの仔1梶ずつを砂を敷いた500mノサンプルびんに収容
1）

して、恒温飼育試験と同様の方法で、10℃で30日間飼育試験を行った。試験区は5区設定し各区3本

ずつ飼育した。餌料は各区で異なり、1区はイワシシラス、2区はオキアミの筋肉部、3区はウシエ

ビ用配合飼料（ヒガシマル製5号）を換水時に約0.01g(湿重量）投餌した。4区は、オニオコゼ中

間育成池で自然増殖していたシオミドロEctocarpussiliculosus(DILLWYN)LYNOBYEを湿

重量で約0.05g投餌した。また5区は、ヨコエビの自然増殖しているパイ飼育水槽底の砂に含まれる

微粒子（主に泥とヨコエピの糞、粒径帥～315必）をかきまぜ法により採集して、約0.29投餌した。

30日間飼育した後取揚げ、尾数と頭長を測定した。

〈結果と考察＞

試験結果を表1に示す。生残尾数は最高でも10尾中5尾で、各区とも生残率は低かった。5区の中

で平均生残尾数の多かったのは・2区（オキアミ）と3区（配合飼料）で、最も少なかったのは4区

（シオミドロ）であった。頭長は5区（ヨコエビ池微粒子）がやや小さかったのを除けば各区とも平

表1初期餌料試験結果

生残尾数 頭長伽）

試験区餌料

亨子詮し号平均範囲平均
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均はほぼ等しく、大部分の個体は1～2回脱皮したものと思われる。

どの区においても生残率が低かったことから、このヨコエビの初期餌料にはこれら5種の餌料以外

のもの、例えば付着珪藻やバクテリア等の必要も考えられ、今後も検討していかねばならないだろう。

2．天然海域における生息状況調査

天然海域におけるヨコエピ類の生息状況を知るために、水産試験場地先の浅海域で調査を行った。

〈材料と方法＞

7月1日、10月6日、1月7日に、図1に示す5地点で採集を行った。採集はSCUBA潜水によ

り、オープニング175～250座のネットで砂泥とともに25cm×25cm(7月は50cm×印cm)、深さ

3cmの区域について行った。調査地点の水深と概況を表2に、粒度組成を表3に示す。

得らｵ1ｵこサンプルは、かきまぜ法と1mm目のふるいによって砂泥と分離し、10%中性ホルマリンで

固定した。動物群別にソーティング後、可能なものについては種まで査定し、個体数と湿重量を測定

した｡なお､ﾖｺｴビ類については､NAGATA､HIRAYAMÂ等の文献により同定を行った。
2）

表2調査地点の水深と概況

St.,説爵）概 況

11.25m細かい砂

2315爵乙産蕊鋸蕊:泥
35．15貝殻まじりの砂泥

45．65岩礁横の砂泥

53．15岩礁下の磯・貝殻

図1生息状況調査の調査地点

表3調査地点の粒度組成

中棚直St. 2,000840 420 麗C 105 7“
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240
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〈結果と考察＞

出現したヨコエピ類の個体数を表4に示す。ヨコエビ類は合計で21科51種が出現した。出現状況
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表4ヨコエビ類出現種の

－134－

科名 種迄
vSt､1

7月 10 1月
Acanthonotozomatidae

Ampeliscidae

Ampithoidae
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個体数(0.25㎡当たり）

I

－135－
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表5出現種の個体数と湿重量
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動物F噂 種名
St.1

7促 10F 1月

St.2

7侭 10提 1月

控腸動物
扇形動物
紐形動物
星口動物

環形動物
軟体動物

節足動物

イソギンチャク琴

ヒラムシ類

ヒモムシ類

ホシムシ類

多毛類
ウスヒザラガ／

コシダカガンガラ

ハナゴウナ

セトモノガ列

ヤドリニナ科弧］
〃

sp｡2
シマメノウフネガイ

カゴメガイ

ムシエピガィ

ヨフパイ

アラムシロガン

ヒメムシロガ／

クチキレガイ

ミガキクチキレガイ

チョウジガイ

シロイトカケギリガ身

ヨコイトカケギリガ／

ミスジヨコイトカケギリガイ

マキギヌガィ
トウガタカイ科 st

マメウラシマガイ

キセワタガ刻

ウ
ｑ
ｐ
ｑ フクロウ

マメクルミガ／

コベルトフネガイ

サルポウガ／

ホトトギスガダ

ムラサキイガ弓

マルハナシガ〃

ブンブクヤドリガイ準
マダラチゴトリガイ

オニアサリ

アサリ

チヂミガィ

バカガイ

イソシジミ？

シズクカイ

サピシラトリガイ

ウズザクラガイ

サクラガ外

ず
一

フ ガイ

バラフマラ

オオノガイ

オオノガイボ
サザナミガ列

sp

sp．

ウミグモ類

介形類

Cyclopoidasp.(寄生性】
Harpacticoidasp

,■■■■

0.OE

0.22

1.52

２
３
６
４１7

唖
９
Ⅱ
戯４

●
●

●

１
０
０

I

0.01

１
４

３
３
３

２

１

８

２
別
７
１

Ｍ

１

７７

ー

120.08

200．20

ー

烈
毘

野

１
Ｊ

4

0.04
３
９

22（

0M

6.2!

4

457

04

●

<01

4.74

0.2（

一

1.記

0.80

0.36

1.18

一

8－

4763.64
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32；
0.04

492

160.6C

80.04
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（0．25㎡当たり、ヨコエピ類以外）
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St､9 St､4 St.（

7月 10月 1月 7月 10月 1侭 7月 10月 1月

190．4E

4021.別

0.02

､別

別0．04

窃60．44

40．04

40．40

243．72

40.釦

4 －

0.0'

0.92

0.04

一
一

岨
船

側
刊
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
刷
り
８
別

|Ⅲ

jⅢ
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0.0̂

2.84
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1.帥
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一
一

ｊ
１
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ｌ
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ｌ
ｌ
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ｌ
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ｌ
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ｌ
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刈
執
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
刷
引
副
１
１
１
川
訓
８
４

1

42.別
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5365.2〔

４
４

一

一

81畳12

40．92

12 ー

60．0：

1,3216.64

14．0（

21．3（

10．0(

63.雛

1.盤

ー

1

8

1

80.12

40．12

9狐8.五

85.別

1227.国

Z

Z
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3241.04
160.08
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表5出現種の個体数と湿重量（0．25
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動物P' 種名
St.l

7月 10月 1兵

St2

7月 10月 1月

練皮動物

コノハエピ

ア 嘉

クマ類
ノルマンタナイス

Metatanai』

Leptochelia
二 ツ

sp

sp,

■
“
■
０

ポンアプセウデス

コウベウミナナフシ

クロアシタラズウミナナフシ

Apanthurasp.
エピヤドリムシ？

キクイムシsp.
ホソヘラムシ

イソヘラムシ

ウ ミズムシ

Munna sp,
Munnidae

G砲α地ja
sp

sp

ムカシワレカラ

トゲワレカラ

カマテワレカラ

ソコシラエピ

アシナガモエピ

ヒシオロウソクエビ

エビジ ヤ ．

シス幼生
アナジャコ

ニホンスナモグリ

トウヨウコシオリエビ

ケブカヒメヨコパサミ

テナガツノヤドカリ

ユピナガホンヤドカリ

その他のヤドカリ類
ヒラコブシ

ヨツハモガニ

ヒシガニ

イポイチョウガニ

シワガザミ

イシガ 二

フタハベニツケガニ

ヒメケブカガニ

スエヒロガニ

カギツメピンノ
ラスパンマメガニ

オオヨコナガピンノ

マメガニダマシsp
モクズガニ

ヒライソガニ

アカテガニ

オオヒメアカイソガニ

ショウジンガニ

メガロッパ幼生
クモヒトデ毒

ﾄゲモミジガイ

0.0（

一
一
一
0.肥
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Ⅱ
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St.3 St.4 St.

7月 、侭 1月 7月 10尼 1月 7月 10侭 1兵

：

5

I
■■■■

■■■■

ー

弱0．37

I
－

0.12

ー

22．61

180.53

11.別

0．20
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8

4

｡■■■■

ー
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1120.記
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4

一
一

稲一
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4－
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２
３

］
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90．04

3

７
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3

2

■I■■■
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ー
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1

70．16
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4 一
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ー
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ｌ
側
叩
州
剰
叶
’
耐
辿
拠
捌
引
Ｉ

囲
！
１
２
岨
０
９１

羽

Ｉ
Ｌ

10

』1〔1

４

肥
肥
似
叫
舵
姐
鮎

２

Ｍ
一
一
一
一
Ⅲ
一
Ｑ
Ｌ
ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｌ
１

１

６
４
４
４
８
８

８
４
２

４
４
６
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表5出現種の個体数と湿重量（0．25

＊1個体でIg以上のものは除いた壷

StP
●－ Si･茜SI、良 St.と St.5

罰
訟
響
拳
鱒
望

詞
銚
鯉
些
雲
鵬

心
勺
縄
響
警

鐘
鑓
幽
襲
響
響

そ
の
他
の
甲
殻
類 '一脚類

図2各St各月の動物群の組成
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動物f"

原索動物

脊椎動物

合計；
〃

種幸

ヌノメイトマキヒトデI

ハスノハカシパン

オカメブンブク

ナマコ類

ネズミボヤ

単体ボヤsp・
ナメクジウオ

トピヌメリ

ヒメハゼ

スジハーゼ

ノ、オコゼ

（ヨコエピ類除く）

（〃含む）

Si.！
’
’
一
．
八

両
Ｉ

１
１

１

30.31

2,222IG.OC
3,77310.62

10月

2640.8i

9241.1嘗

1，

280.2［

3銘48（

5044.9：

St.
旬匡

Iノ胃

20．95

560］1.26

58211.2

10ノ

5別452

5記4．52

一
■
」
■
テ
″

１
－
上

3767.3？

3帥1



q

q

㎡ 当たり、ヨコエピ類以外）つづき

7月

10．7モ

11．8〔

11.圧

6106.81

1,0717.0J

St､2

10月

46.08

40.2C

5005.8C

5躯5．別

1侭

49．04

40.6(

2081.7

2361.7（

7月

8104.8

1,0495.16

St､4

10月

40．16

8726.60

鯛66．80

1月

65610.24

73610.36

7月
10.01

10．01

10．01

1,64318.23
3,34021.92

St.l

10月

1,12423.01

1,9鯉25.＆

1月

2,86411.昭
4,09612.04

はSt.により差が大きく、0.25㎡当たりの個体数は4～1,697尾、湿重量は0.00～3.699で、St.

1．5は多くSt.2．3は少なかった。月別に見ると、どのSt.も湿重量は7月力環も大きく1月は小さか

った。St.lの出現ヨコエビは大部分Urot肋*sp.で、St.5はニッポンメリタヨコエビAbludomel"α

ﾉaponicaとCottesloecyclo血“γ地、Melitasp.の3種が優占していた。ニッポンメリタヨコエ

ビはSt.5の他にSt.2．3．4の7月に出現したが、量的にはわずかであった。St､5の底質は大部分
1）

が420〃以上で非常に粗く（表3)、粗い底質を好むという昨年度の結果と一致した。

ヨコエビ類以外の動物の個体数と湿重量を表5に、各St各月の動物群の組成を図2に示す.St.l

では、個体数はヨコエピ類(7'10月）と軟体動物(1月、主にオオノガイ科sp.)､湿重量は軟体動

物と十脚類（ニホンスナモグリ主体）の割合が大きかった。St.2．4では、個体数、湿重量とも多毛

類の比率が高く、St.3では、個体数は多毛類とヨコエビ類(7月、主にAoroidesseat鳳血s)、湿

重量は多毛類と軟体動物（サクラガイ類主体）が多かった。また、St.5では、個体数はヨコエビ類と

多毛類、湿重量はそれら以外に軟体動物（主にオニアサリ）と十脚類（ケブカヒメヨコバサミ、スエ

ヒロガニ等）、その他の甲殻類（1月、主にニッポンアプセウデス）が多かった。

以上述べたように、各St・の組成は大きく異なっていたが､その原因として粒度組成や生物の相互関

係が考えられる。また、同一st・の各月を比較すると、増加したものもあれば減少したものもあったが、

この程度の頻度の調査ではその機構解明は困難であろう。

今回の調査では、St.5で大量のニッポンメリタヨコエビが採集された。今後、培養用の種がない場合

には、St.5のような岩礁下の磯・貝殻の場所を捜すべきと思われる。

文献

1）有山啓之：ニッポンメリタヨコエピ（新称）に関する研究-

技研，16（1），1－8（1鰐7）．

-141-

培養適水温と底質について，栽培



2)NAGATA,K､:StudiesonmarinegammarideanAmphipodaoftheSetoInlandSea、t-N,

Publ,SetoMarBiolL肋.,13(2),131-170(1965);13(3),171-186(1965);13(4),

291-326（1965）313（5），記7-348（1966）．

3)HIRAYAMA,A.ITaxonomicstudiesontheshallowwatergammarideanAmphipodaof

westKyus伽,Japan.I-1,PUbl.SetoMb兎Biol.Lab.,28(1/4),75-150(1983)ア別

（1／3），1－92（1肥4）；29（4／6），187-230（1984）；30（1／3），1－田（1985）；30（4／6），
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16．藻類養殖技術指導

鍋島靖信

ノリとワカメの養殖について随時指導を行うとともに、本年からは養殖の参考に資するため藻類養殖

情報を発行し、漁業者に配布した。

1．ノリ養殖技術指導

く指導及び調査項目＞

①潮位図の配布

日本気象協会関西本部発行の潮位表をもとに、昭和6畔9月18日から12月31日までの潮位図を作

成し、関係漁業者に配布した。

②巡回指導と養殖状況聴取調査

採苗期には各漁協において、貝殻糸状体の殻胞子形成状況および採苗中のノリ網の胞子付着数を

検鏡し指導した。それ以後養殖終了まで、毎月2回関係4漁協のノリ養殖業者を巡回し、養殖状況を

聴取調査するとともに、ノリ葉体の病害検査を行った。

③ノリ共販市況調査

大阪府漁連で開催された共販に出席し、出荷状況、品質、価格等について調査した。

④藻類養殖情報の配布

ノリ・ワカメ養殖の参考とするため、昭和61年10月から62年4月まで、各月上旬に漁場環境、気

象情報、赤潮発生、養殖状況、共販市況、病害異常の発生などについて調査し、それらの情報を取

りまとめ藻類養殖'情報（恥1～7）として、ノリ養殖漁業者へ配布した。

〈結果〉

1）生産概況

全国共販枚数は87.1億枚（60年度同卯.7億枚）で、瀬戸内海区共販枚数は記.5億枚（伽年度同

29.7億枚）と、ほぼ昨年並の生産量であった。

全国平均共販単価は11.36円／枚（的年度同11.41円／枚）と、昨年よりやや安値、瀬戸内海区

共販平均単価は11.41円／枚（解度同10.76円／枚）と、昨年よりやや高値であった。

大阪府における生産概況を表1に、漁協別生産概況を表2に、漁協別共販結果を表3に示した。

大阪府では泉佐野から樽井漁協までのノリ養殖漁業者が休業に入り、養殖を行ったのは尾崎以南

の4漁協12経営体となった。このため、共販枚数は99.2万枚と、昨年の542.9万枚の18.3％に減少

した。また、平均共販単価は9.29円／枚と、昨年の平均単価10.15円／枚に比較して0.朋円／枚低
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表1のり生産概況

表2漁協別生産概沢

表3漁協別共販結果

ただし、第2～5回共販は中止されたため、この表には入れていないく
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年度（昭和〕 5（ 57 58 59 6［ 61 前年且

営体数
殖施設数仔柵
網数(千枚）
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Ⅲ
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Ⅷ
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下した。なお、61年度に大阪府漁連のノリ共販に出荷したのは、尾崎と西鳥取漁協の漁業者のみで

あった。近年は市場価格が低いため、味付けノリへの加工や浜売りなどが多くなり、共販を経ない

販売分力糟加している。そのため、正額な生産枚数の把握が年々困難になってきている。61年度の

生産量については、個人ごとに聴取調査を行い、集計したところ、61年度の生産枚数は約357万枚

と推定された。

2）養殖経過

採苗期：10月2日から採苗が開始されたが、殻胞子の放出が低調なため、採苗完了は10月中旬頃

となった。

育苗期：ノリ芽は順調に生育し、11月中旬には冷凍網の入庫が終了した。

生産初期（11～12月）：尾崎と西鳥取漁協では11月下旬より生産が開始された。ノリの色と光沢

は良好で、12月中旬まで順調な生産が続いた。

しかし、一部には11月中・下旬に葉体に小穴があくなどの障害力瀦生し、製品に死葉が混じるな

ど、品質が低下したところもあった。

生産中期（1～2月）：12月下旬から1月上旬にノリ葉体が硬くなり、穴が開いた製品が多くな

った。また、アオノリや珪藻の付着も多くなり、品質が低下したため、1月上旬以降にil項次冷凍網

との張り替え力端われた。

尾崎と西鳥取漁協では、冷凍網が順調に生育し、1月下旬から2月中旬にかけて、良質の製品が

生産された。

生産後期（3～4月）：3月上旬にもノリの色や光沢は良好で、品質が安定していた。3月中旬

頃にはノリの色が少し赤くなり、色落ち傾向がみられたが、強い風雨の後、それもすぐに回復した。

3月下:旬から4月上旬にかけて、この時期としては黒みのあるノリが取れたがも4月上旬に終漁し

た。本年度は大した病害や色落ちもなく、近年にな↓順調な生産であった。

3）漁場環境

漁場の水温、塩分、栄養塩濃度を図1に示した。

水温は11月には平年値よりやや低かったが、12月にはほぼ平年並となった。1月から2月には平

年値よりやや高めとなったが、3月以降は逆に低く推移した。

塩分量は全漁期を通じて平年値より0．2～0.7筋高めであった。

DIPは11月から1月にかけて0.9～1.5/g-at/̂ と、高い濃度レベルにあった。

2月に大きく減少したが、それでも2月から養殖終了まで0.6fiLg-at/′以上のレベルにあり、

ノリの色落ち警戒濃度としているDIP0.5/-at/4を下回ることはなかった。

DINは漁期を通じて14Mg-at/"以上あり、特に12月から1月には約23～25̂ g-at〃と高い

レベルにあった。DINについても、ノリの色落ち警戒濃度としているlO/ig-at/′を下回ること

はなかった。
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図1昭和61年度における藻類養殖漁場の環境

水温は泉佐野と谷川の平均値、その他の項目は尾崎から小島までの平均値を示す‘

平年値は、泉佐野と谷川における昭和48年から61年までの平均を用いた。

この様に本漁期は塩分量力塙いものの、栄養塩(DIP・DIN)は生育に十分と考えられる濃

度レベルにあったため、ノリの色落ちによる被害は発生しなかった。

また、例年生産初期に発生し大きな被害を与える白腐れ症も、今年度は最も発生しやすい11月に

水温がやや低いなど、漁場環境が好適であったためか、大きな発生は見られなかった。また、厳寒

期の1月から2月の水温は平年値よりやや高めであったため、本年は低水温によるノリの生育阻害

もみられなかった。これらの環境条件が本年の順調な生産につながったのであろう。

2．わかめ養殖技術指導

本年度も採苗・種糸培養管理・沖出し時期の選定について指導するとともに、病害発生、養殖状況

について調査した。

〈指導及び調査項目〉

①採苗及び種糸培養管理

採苗のため4月中旬からわかめ胞子葉の成熟度を検査し、採苗時期を決定するとともに、採苗時
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には種糸への胞子付着数を検鏡した。室内培養中は種糸のｵ功ﾕめ配偶体を毎月検鏡し、異常の有無

を監視した。

②沖出し時期の指導

培養中のわかめ種糸を検鏡し、芽胞体の形成を観察するとともに、漁場の水温等を考慮し、沖出

し時期の選定について指導した。

③養殖状況調査と病害検査

毎月2回漁場を巡回し、養殖状況を聞き取り調査するとともに、わかめ葉体の病害異常について

検査した。

〈結果＞
埜一

61年度におけるワカメの漁協別生産概況を表4に示した。

西鳥取漁協など早生の種糸で養殖している漁協では、12月上旬から収穫が開始され、生ワカメとし

て出荷した。谷川漁協などでは12月下旬から収穫が開始され、1月以降は順調な生産が続いた。3月

中・下旬には雨や霧の日が多く、乾燥ワカメの生産がやや停滞したが、谷川漁協では塩蔵ワカメの生

産を手掛け、力旺と販路の開拓を始めた。

表4ワカメの漁協別生産概況

種苗入手法 生産量（湿重量kg)

10,m0

羽6,200

112,600

21,200

23,㈹0

11，000

474,000

漁協

小島

谷川

淡輪

下荘

西鳥取

尾崎

合計

養殖親縄数(m)経営体数

入
給
入
入
入
入

購
自
購
購
購
購

1，2側

21,600

16,100

16,250

17,000

2,500

４
妬
旧
６
４
１
5974筋0
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昭和61年度予算

千円

漁場環境調査費15，228

水産資源調査費3,063

栽培漁業費21.180

200カイリ水域内漁業資源総合調査費1.462

海中懸濁物質調査費3，600

栽培漁業装置等開発試験費2，000

大阪府．イソドネシア共和国東ジャワ州交流事業費1,207

調査船運航整備費20,323

場費25，929

合 計 93，992
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